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800 ゲームの説明
ディスクゴルフのゲームの目的は、ディスクの最小投数でコースを攻略することである。コースは、
通常、9または18のホールがあり、それぞれのユニットで各ホールの合計スコアがつけられる。

各ホールでのプレーはティーから開始し、ターゲットに収まることで終了する。プレーヤーがテ
ィーから投げた後、それぞれ前のスローが静止した場所から次のスローが行われる。ホールを完
了すると、プレーヤーはすべてのホールを終了するまで、次のホールのティーエリアへと進む。

ディスクゴルフコースは、通常、ディスクの飛行を妨げるような自然の障害物のある、起伏に富ん
だ林間エリアとその周辺に設けられる。コースは、ホールの難易度を低くするためにプレーヤー
によって変更されてはならない。プレーヤーはルールに違反しないよう、コース上でディスクを
あるがままにプレーしなければならない。

801 ルールの適用

801.01 公平性
A. 	 これらのルールは、すべてのディスクゴルファーのフェアプレーを促すように作られている。

これらのルールを適用する際には、プレイヤーは置かれた状況に最も直接的に対応するル
ールを適用しなければならない。何らかの係争が発生し、それがルールとして記載されてい
ない場合、その判断・決定はあくまで公平性に基づいて行われる。多くの場合、最も近い既
存のルール、またはこれらのルールに組み込まれた原則に基づく論理的な拡大解釈は、公
平性を判定するための指針とされる。

801.02 適用
A. 	 選手はスコアを確認し、ルールに従ってプレーする目的でグループによってホールを一緒に

プレーするように割り当てられる。グループ内で行われる決定は、過半数によって行われる
ものとする。

 ディスクゴルフ
公式ルールブック

Professional Disc Golf Association 
Revised January 1, 2018



Page 2 	 ディスクゴルフ公式ルール	 801.02 — 801.03

B. 	 プレーヤーは、明らかに違反を起こした際にコールをされる。コールは、速やかに行わなけ
ればならない。（ミスプレーを除く）

C. 	 グループ内のすべてのプレーヤーに通告することによって、グループ内の任意のプレーヤー
のルール違反を宣言したり確認することができる。

D. 	 警告は、プレーヤーが特定のルールに違反して与えられる最初の通告である。その次の違反
からはペナルティスローが課される。警告は強制的なものではなく、ペナルティスローの実
施が行使されるものではない。警告は1つのラウンドから次のラウンドへ、またはプレーオ
フへと持ち越されることはない。

E. 	 ペナルティスローが課されるルール違反の際、1人または複数のプレーヤーによって行われ
たコールは、グループ内の他のプレーヤーまたはオフィシャルに確認された場合にのみ実施
することができる。ペナルティスローは、ルールに違反した場合、またはルールによって要求
されたライの再設定のためにプレーヤーのスコアに加算されるスローのことである。

F. 	 トーナメント・オフィシャルまたはオフィシャルは、試合中にルールが適切に運用されてい
るかどうかを判断するためにディレクターの承認を受けた人物とする。ルール違反はいずれ
かの選手によってコールされるか、またはオフィシャルによって確認される。オフィシャルの
コールはそれのみが有効とされるものではない。試合にプレーヤーとして参加するオフィシ
ャルは、自分の所属する部門のオフィシャルにはなれない。

G. 	ディレクターはトーナメントおよびイベントの責任者である。ディレクターはトーナメントデ
ィレクターになることができる。トーナメントディレクター、コース・ディレクター、またはリ
ーグ・ディレクターだけがプレーヤーを失格にできる。ディレクターの決定は最終的決定で
ある。

H. 	 ２つ以上のペナルティーに抵触するスローまたは行為は、ペナルティスローが多い方のルー
ルを適用する。ペナルティスローが同じ数の場合は、最初に違反したルールでのペナルティ
が適用される。

801.03 抗議（アピール）
A. 	 グループ内でルールに基づいた判定が多数決に達しない場合、プレーヤーにとって最も有

利な解釈に基づくこととする。
B. 	 プレーヤーは、グループ内の判定を明確かつ迅速に伝えることによって、オフィシャルまた

はディレクターに対して抗議することができる。オフィシャルまたはディレクターが近くにい
る場合、その判定を待つ間、グループはコース脇に寄って後続のグループに追い越してもら
うことができる。

C. 	 オフィシャルまたはディレクターが近くにいない場合、スローするプレーヤーはルール判定
の結果ごとに一連の暫定スローを行い、後ほどオフィシャルまたはディレクターに判定を求
める。

D. 	 判定が覆された場合、オフィシャルまたはディレクターは、ルールの正しい解釈を反映する
ためにスコアを調整することができる。もしくは、ディレクターがプレーヤーに1ホールまた
は複数のホールを再プレーさせることができる。ディレクターの判断は最終的なものであ
る。
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802 スロー
802.01 スロー
A. 	 スローは、ディスクの位置を変更するための推進とリリースである。	
802.02 順番
A. 	 スタートホールのティースローをする順番は、スコアカードに記載されている順番に従う。
B. 	 それ以降のティースローの順番は前のホールのスコアに従い、スコアが最も良かったプレー

ヤーが最初にスローをする。同スコアだった場合、スローをする順番は変わらない。
C. 	 すべてのプレーヤーがティースローを終えたら、次からはターゲットから最も遠いプレーヤー

（離れているプレーヤー）から順番にスローをする。
D. 	 プレーヤーが同じライから再びスローをしたり、リスローをする場合、同じプレーヤーが続

けてスローをする。リスローとは、直前のスローの代わりに同じライから行われる追加のス
ローを指す。

E. 	 プレーの進行を円滑にするために、次にスローをするべきプレーヤーの同意を得た場合、ま
たはスローが次のプレーヤーに影響しない場合は、先にスローをすることができる。

F. 	 順番を守らずにスローをするのはマナー違反である。
G. 	トーナメント中は、オフィシャルの指示がない限り、またはルールに従ってコース脇に立って

待機する場合（801.03 B）を除いて、前のグループを追い越してはならない。

802.03 タイムオーバー
A. 	 次の事項が確定した後、30秒以内にスローできなかったプレーヤーは、タイムオーバーと見

なされる：
1.	 前のプレーヤーがスローを終え、 かつ、
2. 	 ライに到達するために十分な時間があり、 かつ、		
3.	 次にスローをする順番が正しく、 かつ、
4. 	 プレーエリアが明らかであり、邪魔をするものががない状態。

B. 	 １回目のタイムオーバー違反の場合、警告を受ける。同じラウンド中、警告された後に再度
タイムオーバー違反したプレーヤーは、１投のペナルティスローが課される。スローする順番
になっても不在のプレーヤーについては、（811.F.5）を参照。

802.04 ティーの開始（ティーオフ）
A. 	 プレーヤーは各ホールのティーエリア内からスローをしてプレーを開始する。ティーエリア

がティーパッドで囲まれて明確にされている場合は、そこからとなる。それ以外の場合は指
定されたティーラインから奥行３mのエリアとなる。 ティーラインは、ティーエリアの前面
のライン、または2つのティーマーカーの外側の端を結ぶラインである。

B. 	 ディスクがリリースされる瞬間に、プレーヤーは少なくとも1つの支持点がティーエリア内に
接触している必要があり、支持点全体はティーエリアの表面に接触していなければならな
い。支持点は、リリースする際、プレー上または支えている身体の任意の部分である。プレー
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ヤーは、ディスクがリリースされた瞬間の後であれば、ティーエリア外の支持点への接触が
認められる。

C. 	 802.04.Bに違反したプレーヤーはスタンス違反として、１投のペナルティスローが課される。

802.05 ライ
A. 	 ライは、プレーヤーがスローをするためにスタンスが取れる面（プレーエリア）上の場所を

意味する。プレーエリアとは、一般的には地面であり、プレーヤーが姿勢を正しく保つこと
ができる場所のことである。プレーエリアは、他のエリアの上または下に存在してもよい。プ
レーエリアであるかどうかが不明な場合は、ディレクターまたはオフィシャルが決定する。

B. 	 最初のスローのためのライはティーエリアである。
C. 	 ドロップゾーンはライである。ドロップゾーンは、ディレクターによって指定されたコース内

に設置され、一定の条件の下でスローされる。ドロップゾーンは、ティーエリアのマーキング
やライのマーキングと同様のやり方で実施される。ティーエリアはドロップゾーンとしても使
用可能である。

D. 	 全ての場合において、ライはマーカーディスクの後端からのラインを中心とする 幅20cm、
長さ30cmの長方形とする。プレーラインは、ターゲットの中心からマーカーディスクの中
心への延長線上にある、プレーエリア上の仮想の線である。マーカーディスクまたはマーカ
ーは、802.06に従ってライをマークするために使用されるディスクである。

802.06 ライのマーキング
A. 	 インバウンズのプレーエリアに接地したディスクの位置がライとなる。
B. 	 あるいは、プレーヤーはプレーライン上にスローされたディスクの前面にミニマーカーディス

クを置くことによってライをマークすることができる。ミニマーカーディスクとは、スロー自体
には使用されず、ミニマーカーディスク専用のPDGA基準を満たした小さなディスクである。

C. 	 スローされたディスクがインバウンズのプレーエリアにない時、またはルールによってライを
動かさなければならない時、プレーヤーは該当する規則に従ってミニマーカーディスクを置
くことによってライをマークする。

D. 	 上記以外の方法でライをマークすることは違反となる。最初のマーキング違反は警告とな
る。ラウンド中に次のマーキング違反があった場合、プレーヤーは1投のペナルティスローが
課される。

802.07 スタンス
A. 	 ライがマーカーディスクでマークされている場合、ディスクがリリースされる際にプレーヤー

は以下の状態である必要がある。
1. 	 ライと少なくとも1つの支持点によって接触している。 そして、
2. 	 マーカーディスクの後端よりもターゲットに近い支持点を持たない。 そして、
3. 	 すべての支持点がインバウンズ内にある。

B. 	 ドロップゾーンはティーエリアとみなされる。 802.04.Bを参照。
C. 	 802.07.Aまたは802.07.Bに違反したプレイヤーは、スタンス違反として1投のペナルティ

スローが課される。
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803 障害物と救済措置
803.01 動かせる障害物
A. 	 プレーヤーは、コース上の非恒久的な障害物から最小限になるスタンスを選択しなければ

ならない。プレーヤーは、一度スタンスを確定したならば、スローを行う動作のためのスペ
ースを作るために障害物を動かすことはできない。プレーヤーの行ったスローの動作が、結
果的に障害物を動かした場合は問題としない。

B. 	 次の例外を除いて、コース上の障害物を移動することはできない：	
1. 	 プレーヤーは、ゴールに近づかないスタンスエリアにあって邪魔になるカジュアルな障

害物を動かすことができる。カジュアルな障害物とは、石、葉、小枝、折れた枝などの破
片やディレクターが指定した品目を指す。	 	

2.	 プレーヤーは、他のプレーヤーや彼らの持ち物を移動するよう要求できる。		
3.	 プレーヤーは、障害となる設備等の撤去を含め、コース内の備品を適切な状態に復元

しなければならない。
C. 	 上記以外でコース上の障害物を移動させたプレーヤーは、1投のペナルティスローが課される。

803.02 障害物からの救済措置
A. 	 プレーヤーは、自動車、有害な昆虫や動物、人、またはディレクターが指定した品目やエリ

アなど、ライの上または後方にある以下の障害物から救済を得ることができる。プレーヤー
は、ターゲットに近づかない、最も近いプレーライン上に新しいライをマークすることがで
きる。

B. 	 大きな障害物によって、プレーヤーがマーカーディスクの後ろに正しいスタンスを取ること
ができない場合、またはプレーエリアの上または下にディスクをマーキングすることによっ
て、プレーヤーはそのラインの障害物の後ろに新しいライをマークすることができる。

C. 	 上記以外の救済措置をしたプレーヤーは、1投のペナルティスローが課される。
D. 	 プレーヤーは、グループ内に宣言することによって、いつでも任意の救済措置を取ることが

できる。ターゲットに近づかず、プレーライン上に新しいライをマークすることによって、ラ
イを再配置することができる。そのプレーヤーのスコアには、1投のペナルティスローが加算
される。

E. 	 ディスクがアウト・オブ・バウンズ、または2mルールのペナルティの適用後に救済措置が行
われる場合は、ペナルティスローが加算されない。

803.03 コースへのダメージ
A. 	 コースの一部を意図的に破損させたプレーヤーは、2投のペナルティスローが課される。ま

た、競技マニュアルのセクション3.03に従って、そのプレーヤーはトーナメントから失格と
なる場合もある。
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804 規制されたルート
804.01 マンダトリールートとオブジェクト（構造物）
A. 	 マンダトリールートは、ディスクがターゲットに到達するまでの制限されたルートを意味

し、1つ以上のマンダトリーオブジェクトによって設定される。それぞれのマンダトリーオブ
ジェクトは、マンダトリールートが左、右、下、またはその上に設けられる。最も一般的な事
項は次の通りである。

	 右または左へのマンダトリールートを設置するシングルマンダトリー、2つのマンダトリーオ
ブジェクトの間に単一のルートを設置するダブルマンダトリー。高さ制限付きのダブルマン
ダトリーは、上部にも境界を追加する。

804.02 制限されたルート
A. 	 マンダトリーライン

1.	 マンダトリーラインは、ディスクがマンダトリーを通過しなかったことを示すためにディ
レクターによって設定されるラインである。

2. 	シングルマンダトリーにラインが引かれていない場合は、マンダトリーラインは不通過
側においてマンダトリーオブジェクトの中心から、（手前に別のマンダトリーがある場合
はそのマンダトリーオブジェクトを結ぶ線に、もし、手前に別のマンダトリーがない場合
は、ティーとマンダトリーを結ぶ線に）直角に無制限に延びている直線と定義される。		

3. 	ダブルマンダトリーにラインが引かれていない場合は、それぞれのマンダトリーオブジェ
クトから2本のラインが設定される。各々のラインはシングルマンダトリーと同様である。		

4.	ダブルマンダトリーは、２つのマンダトリーオブジェクトを結んだ第３のラインを設け、
不通過ラインを上もしくは下に設定することによって高さを制限できる。

B. 	前のライ方向から、完全にマンダトリーラインを通過してラインを戻ることなく静止した場
合（ラインを一度通過したディスクがライン手前に戻ってきた場合は、マンダトリーラインを
まだ通過していないと判断される）は、マンダトリー不通過とみなされる。

C. 	 マンダトリーを失敗したプレーヤーは1投のペナルティスローが課され、設定されたドロッ
プゾーンから次のスローを行う。ドロップゾーンが設定されていない場合は、プレー直前の
ライから続行する。

D. 	 マンダトリーラインがターゲットとライを結ぶラインと交差する場合、マンダトリーに対して
マークするライの位置は、ターゲット、スタンス、障害物、救済処置など、関連するすべての
規則が適用される。（マンダトリーをターゲットとみなす）（806.01）
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805 規制されたポジション（ライ）
805.01 ポジション（ライ）の確立
A. 	 スローされたディスクは、最初に静止したポジション（ライ）で確定される。
B. 	 スローされたディスクは、最初に止まった時に静止したとみなされる。水の中や葉の中のデ

ィスクは、水、葉、または風の動きの結果としてのみ動いている時、動きを止めている状態と
みなされる。

C. 	 ディスクがプレー地表面の上か下に静止した際、そのライはディスクの真上または真下となる。
D. 	 スローしたディスクが破断した場合、次にスローするライは大きい破片の方からとなる。

805.02 2m以上のディスク
A. 	 2mルールは805.02のルールを指す。トーナメントディレクターがそれを適用すると宣言し

ない限り有効とはならない。ディレクターは、コース全体、特定のホール、および個々のオブ
ジェクトに対して、2mルールの適用を宣言できる。

B. 	 ディスクの最下点からその直下のインバウンズ地表面までの距離が少なくとも2m以上に静
止した時に、2mルールが適用され、プレーヤーは１投のペナルティスローが課される。ディ
スクの位置はディスクの真下となる。

C. 	 プレー中のホールのターゲット上に乗ったディスクは、2mルールの対象ではない。
D. 	 判定が行われる前にプレーヤーがディスクを動かした場合、ディスクは2m以上に静止して

いたとみなされる。

805.03 ロストディスク
A. 	 ディスクがあると思われる場所に到着してから3分以内にディスクを見つけられない場合

は、ロストディスクを宣言しなければならない。グループ内のどのプレーヤーまたはオフィシ
ャルでも3分の計測を開始することができるが、計測が始まったことをグループ内に知らせ
なければならない。

B. 	 グループ内のすべてのプレーヤーは、ディスクの探索を手伝う必要があり、そうしなければ
マナー違反となる。

C. 	 ディスクが紛失したと宣告されたプレーヤーには、１投のペナルティースローが課される。次
のスローは直前のライからとなる。ただし、ホール内にロストディスク対策のドロップゾーン
が設定されている場合、プレーヤーは直前のライからではなくドロップゾーンからスローを
する。

D. 	 トーナメント終了前にロストと宣告されたプレーヤーのディスクが移動されていたり、持ち
去られていたと判明した場合、そのホールのプレーヤーのスコアから2投が差し引かれる。

E. 	 ロストディスク対策のドロップゾーンを設定した場合、ディレクターは2投のペナルティスロ
ーを加え、直接、ドロップゾーンに進むことをプレーヤーに許可できる。
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806 規制されたエリア
806.01 パッティングエリア
A. 	 マーカーディスクの後端からターゲットの支柱までの距離が10m以内のスローはパットで

ある。
B. 	 パットがリリースされた後、ターゲットに向かって歩き出す前に、マーカーディスクの後方に

て完全なバランスの制御を示さなければならない。そうしないプレーヤーはスタンス違反と
なり、1投のペナルティスローが課される。

806.02 アウト・オブ・バウンズ
A. 	 アウト・オブ・バウンズ（OB）エリアは、ディレクターによって設定された、プレーが不可能

で、スタンスが取れないエリアである。アウト・オブ・バウンズを示す線（OBライン）は、ア
ウト・オブ・バウンズ・エリアの一部である。コース上において、アウト・オブ・バウンズの範
囲外のすべてのエリアがインバウンズとなる。

B. 	 ディスクの位置が、明確かつ完全にアウト・オブ・バウンズ・エリアに囲まれている場合、ディ
スクはアウト・オブ・バウンズとされる。

C. 	 ディスクがアウト・オブ・バウンズ・エリア内に静止したという合理的な証拠がある場合、デ
ィスクが見つからなくてもアウト・オブ・バウンズとみなされる。そのような証拠がない場合
は、ロストディスクとみなされ、805.03に従ってプレーを続行する。

D. 	 ディスクがアウト・オブ・バウンズとなったプレーヤーは、1投のペナルティスローが課され
る。プレーヤーは以下の中から、次のスローを選択することができる：
1.	 直前のライ。
2.	 ディスクが最後にアウト・オブ・バウンズの境界線を横切った地点から境界線と直角の

ライン上1m以内の任意のポイントで、マーカーディスクによってマーキングされるライ。
3. 	 上記のような直角方向のライが取れない場合、ディスクが最後にインバウンズを通過し

たところから最も近いポイントで、アウト・オブ・バウンズから1m以内にマーカーディス
クによって指定されたライ。

	 上記のアウト・オブ・バウンズ・エリアにおけるオプションは、PDGAツアーマネージャーの
事前承認の元、デイレクターによって制限される場合がある。

	 また、ディレクターの裁量（ローカルルール）で、プレーヤーはさらに次のスローを選択する
こともできる：
4. 	 指定されたドロップゾーン内。		
5. 	 OBゾーン内のディスクが静止した位置に最も近い地点で、アウト・オブ・バウンズに垂

直である1m以内の任意のポイントでマーカーディスクによってマーキングされるライ。
E. 	 投げたディスクがインバウンズ内にあり、かつアウト・オブ・バウンズのラインから1m以内に

ある場合、最も近いアウト・オブ・バウンズから直角に延びる1m以内のライン上とディスク
の中心を結ぶライン上の任意のポイントで新しいライに移行できる。
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F. 	 アウト・オブ・バウンズのラインは、垂直な面である。境界線の1m以内にマーキングする場
合、1mの救済は、垂直面上の上方向または下方向に適用できる。

G. 	アウト・オブ・バウンズ対策のドロップゾーンが設定されている場合、ディレクターは2投の
ペナルティスローを加えて、直接、ドロップゾーンに進むことをプレーヤーに許可できる。	

H. 	 アウト・オブ・バウンズの状態であるとの判定が行われる前にディスクを動かすと、ディスク
はアウト・オブ・バウンズとみなされる。

806.03 カジュアルエリア
A. 	 カジュアルエリアはカジュアルウォーター、またはラウンド前にディレクターが特別にカジュ

アルエリアと指定したエリアである。カジュアルウォーターとは、インバウンズ内の水域等の
ことをいい、ディレクターから明確に指定されていなくてもよい。

B. 	 カジュアルエリアからの救済措置を得る際、ライはターゲットに近づかないプレーライン上
に再配置される。（ディレクターによって通告された特別の救済措置を除く）

806.04 救済エリア
 A. 	救済エリアは、プレー不可能とディレクターが指定したエリア、またはインバウンズ内であっ

てもプレーヤーが立ち入りを禁止されているエリアである。救済エリアにディスクが静止し
た場合、アウト・オブ・バウンズのエリアとしてプレーされるが、ペナルティスローは課され
ない。

806.05 ハザード
A. 	 ハザードは、ディレクターが指定したエリアで、ペナルティスローが発生する。
B. 	 ディスクが完全にハザードに囲まれた状態で、その位置が明確であればハザード内にあると

する。
C. 	 ハザード内にディスクが静止したプレーヤーは、１投のペナルティスローが課される。そのラ

イは動かすことができない。
D. 	 ハザード内にあるかどうかを判定する前にプレーヤーがディスクを動かすと、ディスクはハ

ザード内にあるとみなされる。
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807 ホールの完了
A. 	 ターゲットは、ホールの完了を明確にすることを目的とした装置である。バスケットターゲ

ットは、ディスクをキャッチするように設計されており、一般的にトレイ、チェーン、および支
柱に取り付けられたチェーンサポートによって構成される。オブジェクト（構造物による）タ
ーゲットには、通常、ターゲットエリアの目印がマークされる。

B. 	 バスケットターゲットでホールを完了させるには、プレーヤーのリリースしたディスクが、ト
レイ上部とチェーンサポート下部との間に留まっていなければならない。

C. 	 オブジェクトターゲットでホールを完了させるには、プレーヤーのリリースしたディスクが、
目印のついたターゲットエリアに当たらなければならない。

808 スコア
A. 	 スコアカードの最初に記載されているプレーヤーは、グループのスコアカードをピックアッ

プする第一義的な責任を負う。
B. 	 一人のプレーヤーまたはボランティアのスコアキーパーがスコアをつけることに対し、グルー

プ内のすべてのプレーヤーが認めた場合以外は、グループ内で均等にスコアをつけ合う。
C. 	 スコアキーパーは、各ホールが終了するごとに、グループ内のすべてのプレーヤーのスコア

を確認して記録する。いかなる警告またはペナルティスローも、ホールのスコアと一緒に記
録しなければならない。

D. 	 ホール上のプレーヤーのスコアはペナルティスローを含むスローの総数である。ラウンドの
トータルスコアは、すべてのホールスコアと追加のペナルティスローの合計となる。数字に
誤りがあったスコア（スコアの記入漏れを含む）は、808.G.2で後述するように、ペナルテ
ィの対象となる。

E.	 プレーヤーが報告したスコアについて意見の相違がある場合、グループ内でホールを振り返
り、正しいスコアに到達するよう努める。グループ内でコンセンサスが得られない場合は、
速やかにオフィシャルまたはディレクターの判定を仰ぐ。グループ内のすべてのプレーヤー
が、スコアの間違いに同意した場合、スコアカードが提出される前に修正されなければなら
ない。

F. 	 すべての選手は、ラウンドの完了後30分以内にスコアカードを提出しなければならない。こ
れはコース上の最後のグループが最終ホールを終え、スコアカードを提出するのに十分な
余裕がある時間と見なされる。スコアカードを規定時間内に提出しないと、スコアカードに
記載されたすべてのプレーヤーのスコアに、2投のペナルティスローが加算される。

G. 	スコアカードの提出後、以下の状況を除いて、記録された合計スコアは最終的なものとなる：
1. 	 ディレクターは、トーナメントの終了を宣言するまで、あるいはすべての表彰が終わる

まで、ペナルティスローを追加または削除することができる。
2. 	 合計スコアの計算間違い、誤ったスコアが記録された、または記入漏れがあった場合は、

正しい合計スコアに2投のペナルティスローが加算される。これらのペナルティスローは、
すでに他の違反によって正しいスコアカードに調整された後であれば追加されない。
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809 その他のスロー
809.01 スローの放棄（アバンダンス）
A. 	 プレーヤーは、グループ内に宣言して一番直近の放棄を選択することができる。放棄された

スローに1投のペナルティスローがスコアに加算され、プレーヤーは放棄されたスローが行
われたライからプレーを続行する。放棄されたスローの際に生じたペナルティは除外され
る。

809.02 暫定スロー
A. 	 暫定スローは、最終的にホールアウトに使用されていない場合、プレーヤーの得点に加算さ

れない追加のスローを指す。プレーヤーは、暫定スローであることをグループ内に宣言しな
ければならない。

B. 	 暫定スローが使用される状況:
1. 	 時間の節約のため。プレーヤーはいつでも暫定スローを宣言することができる:

a. 	 ディスクの状態が、ロスト、アウト・オブ・バウンズ、マンダトリー不通過などの可能
性があり、すぐには判断することができない場合。そして、

b. 	 グループ内で、暫定スローが時間を節約できることに同意した場合。
	 プレーヤーは、2つのスローのうち、グループ内またはオフィシャルから正しいと判定を受け

た方のライからプレーを続ける。
2. 	 異なる結果のライが生じた場合、判定に異議を申し立てられる。グループ内の判定に同

意できない、オフィシャルが近くで容易に見つからない、またはグループ内のプレーヤ
ーがオフィシャルの決定に異議を申し立てた場合、暫定スローとセットでホールを完了
する。この場合、両方のセットのスコアを記録しなければならない。異議が解決された
場合、正しい方のスコアのみが採用される。

809.03 練習スロー
A. 	 練習スローは、使用しないディスクを脇に置いたり、ディスクをプレーヤーに返すための空

中５m以下のスローを除いて、競技中にライの変更を目的としないスローである。ディスクを
落とした行為は、練習スローとはならない。

B. 	 練習スローをした場合、プレーヤーは1投のペナルティスローが課される。その練習スロー
自体はカウントされない。

810 干渉
A. 	 スローされたディスクがインバウンズ内に静止した後に動いた場合、グループ内の合意に

基づき、最初に静止した場所に戻す。その他の場所で静止したディスクは戻すことができな
い。その位置はグループ内の合意によって、最初にどこに静止したかに基づく。

B. 	 マーカーディスクが動いた場合は、グループ内で合意した元の位置に戻す。
C. 	 ディスクが人や動物に当たった場合は、ディスクが最初に静止したところからプレーを続ける。
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D. 	 投げたディスクが故意に進路を変えられた場合は、グループの合意に基づき、干渉があった
位置からプレーを続ける。プレーヤーは合意されたライからプレーするか、またはペナルテ
ィなしでそのスローの放棄を選択することができる。

E. 	 次のいずれかの方法で意図的にディスクに干渉したプレーヤーは、2投のペナルティスロー
が課される:
1. 	 スローされたディスクの進路を変更する。
	 （人への傷害を防ぐ以外での）		
2. 	 スローされたディスクまたはマーカーディスクの移動、または隠す行為。
	 （識別、捜索、マーキング、または810.Hで許可されている場合を除く）

F. 	 プレーヤーまたは自身の道具がスローに干渉した場合、プレーヤーは1投のペナルティスロ
ーが課される。ディスクは静止したところからスローを続ける。意図的な干渉（妨害等）につ
いては810.Eを参照のこと。

G. 	プレーヤーは、プレー中のディスクを妨げる可能性がある場所に立ったり、道具を置いては
ならない。プレーヤーは、スローに干渉する可能性があれば、他のプレーヤー自身や道具の
移動を要求することができる。これを拒否することはマナー違反である。

H. 	 他のプレーヤーによって投げられたディスクが、自身のプレー中のライ上または後方に静止
した場合は動かすことができる。自身が投げた後、他のプレーヤーのディスクは、グループ
の合意に基づき、静止した位置に戻される。

811 ミスプレー
A. 	 コースを正しくプレーすることはプレーヤーの責任である。プレーヤーは、プレーヤーズミー

ティングに参加し、追加のホール、代替のティーエリア、代替のホール配置、アウト・オブ・バ
ウンズのエリア、マンダトリーおよびドロップゾーン等、コース上に存在する可能性のある特
別な条件について、プレー開始前に理解しておく必要がある。

B. 	 ミスプレーは、次の場合に発生する。
	 プレーヤーがコースのすべてのホールを正しく、適切な順序で完了しなかった場合、または

スローのために間違ったライからスローを行った場合。
C. 	 スコアカードを提出後にミスプレーが発見された場合、そのプレーヤーは2投のペナルティ

スローが課される。
D. 	 スタンス違反や練習スローは、ミスプレーとはされない。
E. 	 競技に有利になるよう意図的にミスプレーしたプレーヤーは、競技マニュアルのセクション

3.03に従って失格となる場合がある。
F. 	 ミスプレーの種類:

1. 	 間違ったライ。プレーヤーが正しくないライからプレーした以下のような場合。
a. 	 実際のホールの正しいティーエリアではない別のティーエリアからティーショットを

した。
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b. 	 スローしたディスクとは別のディスクによって確立されたライからスローをした。
c. 	 アウト・オブ・バウンズにあるディスクを、インバウンズにあるかのようにスローした。
d.	 マンダトリー不通過だったにもかかわらず、そこのライからスローをした。 
e. 	 救済エリアに入っていないのに、救済エリアからのようにライを取ってディスクをス

ローをした。
	 ミスプレー後に次のスローが行われていない場合、そのスローは除外される。プレー

ヤーは正しいライから続行し、1投のペナルティスローが課される。もしミスプレー後に
そのままスローを続けて行なった場合、プレーヤーはプレーを継続してホールを終了さ
せ、ミスプレーに対して2投のペナルティスローが加算される。

2. 	 間違ったターゲット。プレー中のホールの正しくないターゲットでホールアウトした際、
次のスローが行われていない場合は、そのライ（間違ったターゲットの場所）から引き
続きプレーを続ける。ターゲットがバスケットターゲットの場合、ディスクはプレー地表
面上にあるとし、805.01.Cに従ってプレーを進める。プレーヤーが次のホールでティー
ショットした後の場合は、ミスプレーをしたホールのスコアに2投のペナルティスローが
加算される。

3. 	 ホールアウトの失敗。プレーヤーがラウンドを終了、あるいは前のホールを完了しなかっ
た場合、ミスプレーをしたホールのスコアは、スロー数の合計にホールを完了しなかっ
た1投と、ミスプレーの2投のペナルティスローが加算される。意図的にホールアウトし
ない場合は、試合から離脱したと見なされる。

4. 	 非連続的プレー。プレーヤーがホールの順序を間違ってホールアウトした場合。プレー
ヤーは適切なコース順序でプレーを続行しなければならない。ラウンド中に間違った順
序でプレーをしたホールの数にかかわらず、合計スコアにミスプレーの2投のペナルティ
スローが加算される。ホールアウトしたスコアは成立する。

5. 	 遅刻または不在のためにプレーしなかったホール。プレーヤーが次の投げ順になってか
ら30秒以内にプレーしていなければ、それ以上投げることは認められず、そのホールの
パーに4投のペナルティスローが課される。（パーは、通常の天候下、ディレクターが決
定した特定のホールにおいて、エキスパートクラスのプレーヤーがミスのないプレーで予
想されるスコアである）。遅刻に関しては、競技マニュアルのセクション1.05.Bを参照。

6. 	 割愛されたホール。プレーヤーがラウンドを完了し、1つないし複数のホールをホールア
ウトしていなかった場合。プレーヤーは、それぞれのホールにつき、そのホールのパーに
4投のペナルティスローが課される。

7. 	 間違ったホール。プレーヤーが、ラウンドのコースの一部であるホールではなく、そのラ
ウンドのコースの一部とは違うホールをホールアウトした場合、2投のペナルティスロー
がスコアの合計に加算される。

8. 	 余分なホール。プレーヤーが、そのラウンドのコースに含まれていないホールをホールア
ウトした場合。2投のペナルティスローがスコアの合計に加算される。余分なホールで
のスローはカウントされない。

9. 	 誤ったスタートホールまたはグループ。プレーヤーが、割り当てられた以外のグループま
たはホールでプレーをスタートした場合、プレーヤーはそのままプレーを続行し、最初
のホールのスコアに2投のペナルティスローが加算される。
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812 礼儀（マナー）
A. 	 プレーヤーは、以下について注意する。

1. 	 スローをする周辺にいる人を傷つけたり、他のプレーヤーの注意をそらす可能性がある
場合はスローをしない。

2. 	 同意なしに、または他のプレーヤーに影響を与えそうな場合は、スローをしない。
3. 	 次のような他のプレーヤーの気を散らしたり、スポーツマンらしくない行為は行わない:

a. 	 叫ぶ（当たる危険性がある人への警告は除く）
b. 	 罵る
c. 	 公園内やコース内の用具、他のプレーヤーの道具を叩いたり、蹴ったり、放り投げた

りする 
d. 	 他のプレーヤーがスローをしている間に動いたり話をしたりする
e. 	 ターゲットから遠くにいるプレーヤーよりも前方に出る

4. 	 他のプレーヤーの注意をそらしたり、投げたディスクを妨げたりする可能性のある場所
に道具を置かない。

5. 	 吸殻を含む煙草
6. 	 煙草の煙が他のプレーヤーの邪魔をしない。
	 ＊JPDGAでは試合中の喫煙はマナー違反となる。

B. 	 プレーヤーは、以下について遵守する。
1. 	 次のような、ルールによって予想される行動を実行する。

a. 	 紛失したディスクを探す手助けをする	
b. 	 要請されたときは道具を移動する	
c. 	 スコアを正しくつける

2. 	 ルールの遵守とロストディスクの捜索を手伝えるよう、グループの他のメンバーのスロー
を見守る。

C. 	 プレーヤーは、マナー規則の最初の違反については警告を受ける。同じラウンド内に再度行
われた違反は、いずれも1投のペナルティスローが課される。マナー違反は、影響を受けたプ
レーヤー、またはオフィシャルによって呼び出されたり、確認されることがある。度重なるマ
ナー違反は、ディレクターによって失格の対象となりうる。
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813 装備
813.01 違反ディスク
A. 	 プレー中に使用されるディスクは、PDGAの技術基準に定められているすべての条件を満た

す必要がある。
B. 	 製造後にオリジナルの飛行特性が変化するように改造されたディスクは、プレー中の使用

による磨耗と、成形の際の欠陥（バリ、突起など）や擦りを滑らかにするために行われた適
度な研磨を除き、違反となる。過度に研磨されたディスク、または検出可能な厚さの材料で
塗装されたディスクは違反である。ディレクターから夜間や雪上でのプレーが発表された場
合のみ、ディスクを容易に見つけるための道具（例えば、ライト、リボン、チョークの粉など）
を装着することができる。

C. 	 ひび割れたり、穴の空いたディスクは違反である。
D. 	 他のプレーヤーまたはオフィシャルから疑問視されたディスクは、ディレクターの承認を受

けなければ違反となる。
E. 	 プレー中に違反ディスクを投げたプレーヤーは、2投のペナルティースローが課される。違

反ディスクを繰り返し投げたプレーヤーは、PDGA競技マニュアルのセクション3.03に従っ
て失格になる場合がある。

F. 	 ミニマーカーディスクを除いて、プレー中に使用されるすべてのディスクには、自分のものと
わかる印をつける必要がある。印が付けられていないディスクをスローしたプレーヤーは、
最初に警告を受ける。印が付けられていないディスクを続けてスローした場合は、１回のス
ローごとに1投のペナルティスローが加算される。

813.02 不正な装置
A. 	 プレーヤーは、スローそのものを補助する装置を使用してはならない。ただし、擦り傷から

皮膚を保護する装置（手袋、テープ、包帯、ガーゼなど）や、医療用具（膝や足首のサポータ
ーなど）の装着は許される。方向を定める目的で物を置くことはできない。タオルやパッド
などをライに敷く場合、圧力を加えた時に厚さが1cm以下であれば認められる。

B. 	 他のプレーヤーまたはオフィシャルから疑問視された装置は、ディレクターの承認を受けな
ければ違反となる。

C. 	 ラウンド中の任意の時点で不正な装置の使用が確認された場合、プレーヤーは2投のペナ
ルティスローが課される。不正な装置を繰り返し使用したプレーヤーは、PDGA競技マニュ
アルのセクション3.03に従って失格になる場合がある。



A.01 総論
A. 	 マッチプレーでは、各ホールを勝つことを目的に選手が１対１でラウンドを競う。より多くの

ホールを獲得したプレーヤーが試合に勝利する。
B. 	 以下のルールによって置き換えられる場合を除き、PDGAの公式ルール（メダルプレー）が

適用される。
C. 	 対戦ペアは、少なくとも他の1組の対戦ペア、またはオフィシャルのペアとグループでプレー

する。

A.02 プレーの順番
A. 	 同じグループ内の対戦ペアのティースローの順番は、スコアカード上に記載された順番に従

う。
B. 	 対戦ペアごとに、最初のホールの投げ順は、スコアカード上に記載された順番に従う。その

後のすべてのホールで、前のホールでスコアが良かったプレーヤーが先にスローする。 タイ
の場合、スローの順番は変わらない。

A.03 ペナルティ
A. 	 プレーヤーは、対戦相手のみに違反をコールするか、警告することができる。グループのま

たはオフィシャルの他のどのプレーヤーもコールを確認できる。
B. 	 ホール内で確認されたペナルティと警告は、次のホールに持ち越される。

A.04 得点
A. 	 マッチプレーでの得点は、どちらのプレーヤーがより多くのホールに勝利したか、ポイントに

よって記録される。マッチプレーは、同スコア、またはオールスクェアで開始される。試合が
進むにつれて、より多くのホールに勝利したプレーヤーは、それらの数を「アップ」していると
し、対戦相手は、それらの数のホールを「ダウン」しているとする。

B. 	 プレーヤーは、相手より少ないスロー数でホールを完了することでホールを獲得する。ホー
ルを獲得したプレーヤーは、得点1となる。相手側のプレーヤーは得点ではなく、斜線（ダッ
シュ）で示される。 2人のプレーヤーが同数のスローでホールを完了した場合、そのホール
は引き分けとなり、どちらのプレーヤーも得点とはならない。

C. 	 プレーヤーは、現在行なっているホールで何投スローしたかを相手に尋ねることができる。
その数を誤って報告したプレーヤーは、そのホールは負けになる。

A.05 合意
A. 	 プレーヤーは、試合が終わる前であっても、負けを認めてもよい。対戦相手の勝利となる。
B. 	 プレーヤーは、両方のプレーヤーがホールを完了する前であっても、いつでも負けを認めて

もよい。 対戦相手の勝利となる。
C. 	 プレーヤーは、相手の次のスローの省略を認めてもよい。相手はホールを完了したとみなさ

れる。
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付録 A
マッチプレー



付録 A - 付録 B 	 ディスクゴルフ公式ルール	 Page 17

D. 	 対戦ペア同士で、プレー中のホールを引き分けにすることを同意できる。
E. 	 お互いの譲歩は、拒否したり撤回はできない。

A.06 試合の勝敗
A. 	 一方のプレーヤーが残っているホール数よりも多くのアップ数を得た場合、そのプレーヤー

がマッチプレーに勝利したとする。
B. 	 対戦ペアがラウンド終了時に全く同一スコアである場合、試合はタイに持ち越される。 デ

ィレクターは、どのようにタイを決着させるかを決定する。

B.01 総論
A. 	 ダブルスチームは2人の選手で構成される。以下のルールから推定し、異なるチーム人数に

よる代替フォーマットも可能である。
B. 	 以下のルールによって置き換えられた場合を除き、PDGAの公式ルールが適用される。

B.02 プレーの順番
A. 	 最初のホールの投げ順は、スコアカード上に記載された順番に従う。その後のすべてのホー

ルで、前のホールでスコアが良かったチームが先にスローする。 タイの場合、スローの順番
は変わらない。

B. 	 すべてのチームがティーエリア以外のライに静止した後は、ターゲットから最も遠いチーム
からスローする。

C. 	 チームメンバーは同じライからスローをし、どちらの順番でスローしてもよい。

B.03 ペナルティ
A. 	 スローによるペナルティは、スローを行ったチームのメンバーにのみ適用される。他のすべ

ての警告および罰則は、チーム全体が負うものであり、形式にかかわらずチームに対して課
される。

B. 	 チームの得点を向上できないと分かっていて行なったスローは「余計なスロー」とする。メ
ンバーが余計なスローを行ったチームは、最初の違反について警告を受け取り、その後はチ
ームのいずれかのメンバーによる違反ごとにペナルティスローが課される。

B.04 ライ
A. 	 チームメンバーの両方が同じライからスローするフォーマットにおいて、最初のメンバーがス

ローしたライ以外から行なったスローはミスプレーとなり、1投のペナルティスローが課され
る。

付録 B
ダブルスと

チームプレー
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B. 	 チームメンバーの両方がプレーしているライは、同じマーカーディスクを使用してマークす
る必要がある。

C. 	 チームメンバーの両方がプレーしているライが何らかの理由で動かされた場合、メンバーの
両方ともに元のライからプレーしなければならない。

B.05 フォーマット
A. 	 ベストスロー

1. 	 両方のチームメンバーがティーエリアからスローする。次にチームは、次のスローを２つ
のポジションのどちらからプレーするかを選択する。チームメンバーの両方が決定した
ライからスローし、再び2つのポジションのどちらかを選択してプレーを続け、それを繰
り返す。

2. 	 チームメンバーのどちらかがホールを完了すると、そのホールが完了となる。
3. 	 ホールでのチームの得点は、プレーされたライ上のスロー回数とペナルティスローの合

計となる。
4. 	 スローされたディスクを、ライが選択される前やマーカーディスクでマークされる前にピ

ックアップした場合、チームはそのスローを選択できない。チームがライをマークせず
にスローしたディスクの両方をピックアップした場合、２番目にピックアップされたディ
スクがグループで合意した元の位置に戻され、そのライからプレーされなければならな
い。

5. 	 一方のチームメンバーが不在、遅刻、または脱落した場合、他のチームメンバーはプレ
ーできるが、不足したメンバーの代わりにはスローできない。遅刻したチームメンバー
は、ホール間でのみプレーに参加することができる。

B. 	 変則ベストスロー
1. 	 変則ベストスローはベストスローと同じだが、次のようなバリエーションがある。ディレ

クターは、チームの各メンバーのティースローの回数を制限できる。チームは、その限界
を超えるたびに2投のペナルティスローが課される。

C. 	 ワーストスロー
1. 	 チームメンバーの両方がティーエリアからスローする。対戦相手のスコアが悪くになる

ように、次のスローを２つのポジションのどちらからプレーするかを相手チームが選択
する。両方のチームが決定されたライから次のスローをし、対戦相手が再び2つのポジ
ションのどちらかを選択してプレーを続け、それを繰り返す。

2. 	 チームメンバー全員が同じライからホールを完了すると、チームはホール完了となる。
3. 	 ホールでのチームの得点は、プレーされたライ上のスロー回数とペナルティスローの合

計となる。
4. 	 対戦相手がライを選択する前に、スローしたディスクを拾い上げたり、またはマークし

た場合、そのディスクはグループで合意した元の位置に戻される。対戦相手は、ディスク
が動かされた結果としてのライ、他のディスクのライ、および動かされたディスクの元の
ライを選択できる。

5. 	 対戦相手が明確に有利なライを選んだ場合、ディレクターによって失格になることがあ
る。

6. 	 チームメンバーが不在、遅刻、棄権、または失格になった場合、チームは失格となる。
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D. 	 タフスロー
1. 	 タフスローはワーストスローと同じ形式だが、次のようなバリエーションがある。チーム

メンバーのいずれかがホールを完了すると、チームはそのホールを完了する。
E. 	 オルタネートスロー

1. 	 チームは、どのメンバーが最初のホールにおいて最初にスローするかを選択する。その
後、各チームメンバーは、前のメンバーのスローしたライからプレーを続ける。

2. 	 いずれかのチームメンバーがホールを完了すると、ホールは完了となる。
3. 	 ホールでのチームの得点は、プレーされたライ上のスロー回数とペナルティスローの合

計となる。
4. 	 間違ったチームメンバーがスローした場合はミスプレーとなり、１投のペナルティスロー

が課される。そのスローはカウントされず、正しいチームメンバーがスローをする。間違
ったチームメンバーが投げた後に追加のスローが行われた場合、チームは2投のペナル
ティスローが課され、プレーを続ける。

5. 	 同じライからのリスローの場合は、同じプレーヤーがリスローを行う。
6. 	 チームメンバーが遅刻、または不在のホールについては、パー・プラス4のスコアとな

る。チームメンバーが棄権した、または失格となった場合、そのチームは失格となる。
F. 	 変則的オルタネートスロー

1. 	 変則的オルタネートスローは、オルタネートスローと同じだが、次のようなバリエーショ
ンがある。ディレクターは、どのチームメンバーが各ホールに最初にスローするかを指
定できる。

G. 	 ベストスコア
1. 	 各チームメンバーは、個々のプレーヤーとしてホールをプレーする。
2. 	 チームメンバーがチーム内での最小スコアでホールを完了すると、チームはホールを完

了する。
3. 	 各ホールのチームのスコアは、チームメンバーのいずれかによる最小スコアであり、各

個人のペナルティスローとチームのペナルティスローが含まれる。
H. 	 オルタネートライからのベストスコア

1. 	 各チームメンバーはティーエリアからスローする。その後、各チームメンバーは、他のチ
ームメンバーのライからスローを続ける。

2. 	 チームメンバーがチーム内での最小スコアでホールを完了すると、チームはホールを完
了する。

3. 	 各ホールのチームのスコアは、チームメンバーのいずれかによる最小スコアであり、各
個人のペナルティスローとチームのペナルティスローが含まれる。
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アウト・オブ・バウンズ...............806.02.A
インバウンズ...............................806.02.A
オフィシャル...............................801.02.F
カジュアルウォーター................806.03.A
カジュアルエリア........................806.03.A
カジュアルな障害物...................803.01.B.1
救済エリア..................................806.04.A
グループ......................................801.02.A
警告.............................................801.02.D
構造物のターゲット...................807.A
暫定スロー..................................809.02.A
支持点.........................................802.04.B
シングルマンダトリー................804.01.A
スロー.........................................802.01.A
スローの放棄..............................809.01
ターゲット..................................807.A
高さ制限のあるマンダトリー.....804.01.A
ダブルマンダトリー....................804.01.A
ティーエリア、ティー...................802.04.A
ティーライン...............................802.04.A
ディレクター...............................801.02.G
トーナメントオフィシャル..........801.02.F
遠い方のプレーヤー...................802.02.C
ドロップゾーン............................802.05.C

２mルール..................................805.02.A
パー.............................................811.F.5
ハザード......................................806.05.A
バスケットターゲット、
	 バスケット.............................807.A
パット..........................................806.01.A
プレーヤーズミーティング.........811.A
プレーライン..............................802.05.D
プレーエリア...............................802.05.A
ペナルティスロー........................801.02.E
ホール.........................................800
ポジション..................................805.01.A
マーカー......................................802.05.D
マーカーディスク........................802.05.D
マンダトリーライン....................804.02.A.1
マンダトリールート....................804.01.A
マンダトリー構造物...................804.01.A
ミスプレー..................................811.B
ミニマーカーディスク、
	 ミニ........................................802.06.B
ライ.............................................802.05.A
ラウンドの完了...........................808.F
リスロー......................................802.02.D
練習スロー..................................809.03.A

付録 D
索引

ルールに記載されているすべての寸法は、メー
トル法で表記されている。 次の英国表記に相
当するものは、メートル法の測定用具がない
場合は次の換算法を用いる。

メートル法		 英国表記
10 メートル.................... 32 フィート 10 インチ
3 メートル...................... 9 フィート 10 インチ
2 メートル...................... 6 フィート6 インチ
1 メートル...................... 3 フィート3 インチ
30 センチメートル......... 1 フィート
20 センチメートル......... 8 インチ
1 センチメートル........... 1/2 インチ

付録 C
換算
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ルールの適用

QA-APP-1
Q：１つ以上の違反に該当する場合、ペナル
ティルールが適用される優先順位はありま
すか？

A：はい、最も厳しい方のペナルティが適用
されます。最初に何が起こったかによって結
びつきは切り離されます。１回のスローにお
いて、複数の違反について罰せられることは
ありません。

QA-APP-2
Q：１回のスローにおいて複数の違反があっ
たとき、ディスクが停止するまでの間に最初
どのルールに違反し、どのルールに違反し
なかったかはどのように判定され、適用さ
れますか？

A：ルール上に書かれた「最初に」の意味は、
共通の理解として、ディスクがルール違反に
該当する状態になった最初の時点を表して
います。よくある１回のスローの間に同時に
２つの違反となりやすいケースは、アウト・
オブ・バウンズ（ＯＢ）とマンダトリーです。
そのケースでは、ディスクがマンダトリーラ
インを横切った瞬間と最終的にＯＢラインを
横切った瞬間との、どちらが先に起こったの
かで判断することになります。

QA-APP-3
Q：私は、グループの別のプレーヤーによって
行われたルール判定にアピールする（異議を
唱える）ことができますか？

A：はい。その場合、判定を受けたプレーヤ
ーは暫定スローをすることを選ぶことがで
きます。

QA-APP-4
Q：私のグループは、私のディスクがＯＢであ
ると判断しました。しかし私はそれが明確だ
とは思いません。「疑いがある場合はプレー
ヤー有利に」ではないでしょうか。

私はセーフですよね？

A：「疑いがある場合はプレーヤー有利に」
というのは、プレー中にグループが判断をす
ることができない場合にのみ機能します。例
えば、2人のプレーヤーがセーフと見なし、2
人がそれをＯＢと見なした場合です。もし、
あなたのグループの過半数がＯＢであると判
断したならば、それはＯＢです。

QA-APP-5
Q：私のグループは、間違ったルール判定を
しました。
実際には私はＯＢだったのに、彼らはセーフ
と判定し、それに従って私は間違ったライか
らプレーしました。私はペナルティを課せら
れますか？

A：おそらく、そうなります。
それはトーナメントディレクターの判断に委
ねられます。そのスローについて、正しいル
ール判定が行われたならば、あなたはＯＢに
ついてペナルティを課せられるでしょう。
 しかし、あなたがグループのルール判定に
従って間違ったライからプレーしたこと（ミ
スプレー）についてペナルティを課せられる
べきではありません。もし、ルール判定が正
しいかどうかについての疑いがあるならば、
あなたは暫定スローをすることを考慮する
べきでした。

QA-APP-6
Q：もし、非公認のトーナメント、その他の
PDGA公認以外の試合において私がプレ
ーするとしたら、どんなルールが当てはまり
ますか？

A：PDGAルールが当てはまることが発表さ
れた場所であなたがイベント参加しているな
らば、イベント自体がPDGAに承認されてい
るかどうかにかかわらず、PDGAルールがあ
てはまります。競技マニュアルはPDGAイベ
ントにのみ当てはまります。
もし、ルールについての発表が全くされなか
ったならば、あなたはPDGAルールを含むど

PDGA ルール：Q&A
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のルールでプレーするのか、あなたのグルー
プ内か、またはイベント参加者で合意を取れ
ばよいのです。

QA-APP-7
Q：もし、トーナメントディレクターいなかっ
たらどうなりますか？

A：すべてのPDGA公認のトーナメントには、
トーナメントディレクターが存在します。
非認定のイベントや仲間内のプレーのため
に、もしプレーヤー以上の権限を持っている
誰かがいたならば、彼らはディレクターの責
任を引き受けることができます。
もし、誰もディレクターになりたくないな
ら、あなたはディレクターの機能のうちの
いくつかがない状態でプレーする必要があ
ります。
例えば、グループ内のルール判定に対して一
切アピールする（異議を唱える）ことができ
ません。
ただし、いくつかのディレクター機能は他の
方法で可能になります。例えば、コースに設
置された看板は、ホールのプレー順序、ＯＢ
の箇所を。その他はプレーヤーズミーティン
グやキャディーブックで、普段はカバーされ
るでしょう。

QA-APP-8
Q：私のプレーするグループ内の全員が公認
されたオフィシャルの資格保持者です。
ルール上では、グループのうちの２人のプレ
ーヤー、または１人のオフィシャルのいずれ
かがルール判定をする必要があります。私た
ちはすべてオフィシャル資格者なので、私た
ちのうち1人でも、これらのルール判定を行う
ことはできますか？

A：いいえ。トーナメントのプレー中にルール
判定を行うためには、あなたはトーナメント
ディレクターによって、トーナメント・オフィ
シャルに認定されていなければなりません。
テストに合格するだけでは、あなたはトーナ
メント・オフィシャルではありません。（オフ
ィシャルであるためのルールを参照）
さらに、オフィシャルは、彼らがプレーしてい
るかいないかによって、ルール判定を行うう
えで制限があります。プレーしているオフィ
シャル資格者（トーナメントディレクターを
含む）は、自分の部門のプレーヤーに影響す

る１人のオフィシャルとしての行為はすること
ができません。
プレーしていないオフィシャル資格者は、「
オフィシャルがルール判定することができ
る」と表記してあるルール判定ができる１人
となることができます。
スポッターは、もしオフィシャル資格者でも
あるならば、（例えば、ディスクがＯＢとなっ
たポジションに関する）ルール判定を行うこ
とができます。
 もし、彼らがオフィシャル資格者ではないな
らば、彼らのルール判定は、グループが意思
決定するための参考意見とされます。

QA-APP-9
Q：スローが使われない場合（例えば、放棄
されたスロー、使われなかった暫定スロー、
妨害されたスロー、ダブルスにおける放棄
されたスローなど）には、そのスローで受け
るペナルティスローは無かったことにされま
す。正確にはどのペナルティですか？

A：この場合のペナルティスローとは、ＯＢ、
ハザード、マンダトリーの失敗、2m以上ルー
ル、スタンス違反、マーク違反、不適切な救
済措置、またはロストディスクに関するもの
です。これら以外のすべてのペナルティや警
告は適用されます。

QA-APP-10
Q：ビデオやその他のメディアは、ルール判
定を行う証拠として使うことができますか？

A：PDGAの方針では、競技マニュアルのセ
クション3.03で定義されるとおり、ビデオに
よる証拠はプレーヤーの不正行為を記録す
るためにのみ使用できます。
プレーヤー不正行為の証拠はPDGA懲戒委
員会によっていつでも評価できます。
 トーナメントのプレー中のルール判定には、
ビデオその他のメディアの使用は許されて
いません。
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スロー

QA-THR-1
Q：私の投げようとした手がバックスイングの
途中で木の枝にぶつかってディスクが地面に
落ちました。そして、ディスクが私のライの前
方に転がりました。
これはスローとみなされますか？

A：いいえ。スローは意図された方向へのデ
ィスクの移動が開始されたとき始まります。
バックスイングの前または最中に叩き落さ
れたディスクは、スローとしてはカウントさ
れません。

QA-THR-2
Q：ディスクを投げる方法に何か制限はあり
ますか。
例えば、オーバーハンドで投げることはでき
ませんか？

A：ディスクを投げる方法に制限はありま
せん。
あなたは、バックハンド、サイドアーム、オー
バーハンド、サマー、またはあなたが思いつ
くほかの方法でスローすることができます。
もし望むのなら、足を使って投げることもで
きます。

時間超過

QA-TIM-1
Q：もし、次に投げるべきプレーヤーが不在
の場合、他のプレーヤーが前に進んでスロー
することができますか？　これは不在のプレ
ーヤーが現れるまでに多くの時間を与えるこ
とになりますか？

A：いいえ。
不在のプレーヤーが投げるまで30秒待った
後に次のプレーヤーはスローできます。
もし、その時までに不在のプレーヤーが現れ
なかったなら、彼はそのホールでパープラス
４投を記録されます。（本質的に、そのプレ
ーヤーはスタートホールに遅れているのと同
様、そのホールに遅れているからです）

ティーオフ

QA-TEE-1
Q：ティーエリアはどのように表示されま
すか？

A：ディレクターは、ティーエリアとドロップ
ゾーンを定義するために、いくつかの方法の
うちのいずれも使用できます。ひとつのコー
スに数種類のティー表示を使うこともできま
す。紛らわしい場合は、ディレクターに尋ね
てください。
ティーエリアを明示するためのいくつかの共
通の方法があります：もし、人工的なティー
パッドが 敷かれてマークが全然されていな
いならば、ティーエリアは、色、高さおよび（
または）素材がその周囲の環境と異なってい
るエリアです。
ティーパッドの前方にフォロースルーエリア
が設けてあることがあります。フォロースル
ーエリアは、違う色のこともあります、また
は、それはティーラインの前の部分にマーク
される場合もあります。
フォロースルーエリアの後ろにあるパッドの
部分がティーエリアです。
もし、アウトライン（輪郭線）が（４個のマー
カーまたはマーカー以外で）マークされてい
るならば、ティーエリアはアウトラインの内
側のエリアです。
もし、マーカーが使われるならば、ティーエリ
アはマーカーの外の縁で形成されます。
もし、人工的なティーパッドが用意されてい
ないならば、ティーエリアは明示されたティ
ーラインの後ろに対し、直角に3メートル伸
びています。
もし、線でティーラインを表示してあるな
らば、ティーエリアは、表示された線を含
みます。
もし、2個のティーマーカーがティーライン
をマークしているならば、ティーエリアは前
側と左右側にティーマーカーの外の縁まで
です。
もし、ティーの目印のみ、または1個のティー
マーカーだけが置いてあるならば、ティーは
目印またはマーカーの後ろ側です。

QA-TEE-2
Q：私は、コンクリートで盛り上げられたテ
ィーパッドからドライバーを投げました。私
がディスクを手放す瞬間に、私の前足の先
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が、パッドの前面の縁を超えて宙に浮いてい
ました。
これはスタンス違反ですか？

A：いいえ、ルールに「すべての支持点は、リリ
ースの瞬間、ティーエリア内になければならな
い」と明確に述べられています。「支持点」と
は、足のような全身の一部分というより、むし
ろプレー地表面（この場合、ティーパッド）に
接触している何らかの点を示します。　
ティーパッドの端から宙に浮いている足の部
分は、プレー地表面に接触していないので、
支持点ではありません。従って違反はしてい
ません。

ライ

QA-LIE-1
Q：私のスローは、ＯＢである小川に架かって
いる橋に着地しました。
私は橋の上からプレーできますか？
それとも私のディスクがＯＢである小川の上
にあるのでＯＢですか。
もし、地上にかかる橋の上だったらどうなり
ますか？

A：橋は、プレー地表面が他のプレー地表面
の上に垂直に積み重なった場所の一例です。
個々のプレー地表面は独立して扱われます。
プレー地表面の上部また下部がＯＢであるか
どうかにかかわらず、トーナメントディレクタ
ーが橋の上をＯＢであると宣言しない限り、
橋はインバウンズ（セーフ）です。
もし、2mルールが適用されている場合で
あっても、あなたのディスクはプレー地表面
上にあり、上空ではないので当てはまりま
せん。
あなたは橋にライをマークし、ペナルティは
ありません。

マーキング

QA-MAR-1
Q：私のグループ内の経験が浅いプレーヤー
が、マークするために自分のディスクを裏返し
て動かし、そこから投げました。
ルール判定はどうなりますか？

A：ライをマークするために、不適切な方法が
用いられたので、それはマーク違反になりま

す。プレーヤーの最初のマーク違反は警告を
受けることになります。

QA-MAR-2
Q：ミニでライをマークした後になって、元々
のディスクを元あった位置に戻し、ミニを拾
いあげてもよいですか？

A：いいえ、投げられたディスクをいったん拾
ったら、マーカーとしてそれを使うことはで
きません。

QA-MAR-3
Q：私のディスクは幹の真上で木の中に引っ
かかっりました。
どのようにマークすればよいですか？

A：もし、あなたのディスクの直下にマークす
るための余地があるならば、あなたはそのよ
うにすべきです。
もし、余地がないならば、あなたはプレー
ラインに沿って後方の直近の位置にマーク
します。

スタンス

QA-STA-1
Q：「支持点」は、プレー地表面に触れる「プ
レーヤーの身体のあらゆる部分」と定義され
ています。
しかし、たいていの場合、プレーヤーの身体
とプレー地表面の間に靴などの着衣の層があ
ります。これらも該当しますか？

A：はい。「プレーヤーの身体の一部」という
言葉は、衣類だけでなく松葉杖などの移動補
助器具（それらがサポートを提供する限り）
も含むと解釈されるべきです。

QA-STA-2
Q：私がパットをしている間、ライの後方に
ある木の枝や他の物体を掴むことはできま
すか？

A：あなたのライの後方にある何かを支えと
して掴むことは、ルールで禁止されていませ
ん。あなたは、コースの障害物を可能な限
り最小限に動かすようなスタンスを取ること
を要求されますので、それらを移動してはな
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りません。人間はコースの一部ではないた
め、別の人を支えとして掴むことは許されま
せん。

QA-STA-3
Q：私達のコースには、丘の中腹からフェアウ
ェイに出口のある２本の水平な雨水排水暗渠
があります。それは、直径約６０センチで、上
部にはディスクが入るには十分ではあるが、プ
レーヤーは通れない大きさの隙間を持つ金属
グリルがついています。ディスクがこの中に入
った場合、プレーヤーは、「プレー地表面の下
のディスク」ルールに従い、ペナルティなしで
暗渠内のディスクの場所から垂直に真上にあ
る丘の中腹にマークすることができますか？

A：はい。暗渠の内部はプレー地表面ではな
く、丘の中腹の面にプレー地表面があります。
トーナメントディレクターがこれらの暗渠に入
ったディスクを処理する方法に関するガイダ
ンスを提供していない場合、そのプレーヤー
はペナルティなしでディスクの場所の直上の
丘の中腹にマークすることができます。

QA-STA-4
Q：短いパットをするため、つま先上がりのラ
イがあります。
私は、私の後ろ足をライおよび前足より前方
の地面に置いておき、そして、リリースの直前
に私の前足を持ち上げることができますか？
ディスクを投げた後、静止姿勢をライの後方
で示します。
私はこれを「フェードアウェイ」パットと呼ん
でいます。

A：はい、それは許されます。
あなたがディスクをリリースした瞬間には、あ
なたのスタンスは合法であり、リリース後も、
あなたのライ（ホールのより近い地点）を超え
て行ってはいません。

障害と救済措置

QA-OBS-1
Q：私のドライバーはピクニックテーブルの下
に入り込みました。
私はその後ろからプレーしてもよいですか？
それともテーブルの上からでしょうか？

A：一般的には「いいえ」です。
ピクニックテーブルは、他の公園またはコース
上の設備とともにコース上の障害物です。
それらは、例えば低木または樹木といったど
のような他の障害物と同様にみなされること
になっています。どのようにあなたが次のス
ローをするかは、ピクニックテーブルの状態
によります。
もし、足をテーブル下に差し込むことになって
もテーブルの下にスタンスを取るための空間
があるならば、そうするべきです。
もし、あなたのディスクがピクニックテーブル
の上にあって、その下に空間があるならば、そ
れは地面の上空のライであり、あなたはその
真下にマークしてそこからプレーします。
もし、ディスクが上にあり、下に全く空間がな
く（例えば、ひと塊のピクニックテーブル）、そ
れが妥当であれば、その上からプレーします。
さもなければ、テーブルは堅固な障害物とし
て取り扱い、その後方のプレーライン上にマ
ークします。

QA-OBS-2
Q：大きい折れた枝（直径約３０cn長さ約２．
４m）が、私のスタンス上にあります。
私は、それを動かすことを許されますか？

A：はい、もし、可能であれば。
定義に該当するのであれば、移動可能な障害
物のサイズに上限はありません。実行可能な
らば、それを動かすことができますが、あなた
は、時間超過ルールによって許された30秒以
内に投げることになります。

QA-OBS-3
Q：私のディスクが、落ちた大きな木の枝の下
に静止しました。
その枝は明らかに木から離れていて、私のデ
ィスクの後方から前方へと延びています。
この枝を移動できますか？

A：はい。
もし、枝の一部があなたのマーカーの後ろの
スタンス、または助走路にあるならば、たと
え別の部分がライとホールの間にあっても、
それを移動することができます。

QA-OBS-4
Q：折れて垂れ下がった枝が、私のマーカーの
すぐ後ろにぶら下がっていてスタンスを取るこ
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とを難しくしています。
それは地面に触れていません。私は、それを
動かすことを許されますか？
私は移動可能な障害物による救済を受ける
ことができますか？

A：いいえ。
その枝はあなたのライ（あなたのライはプレ
ー地表面にあります）の後方に落ちていませ
んので、まだつながっているままの状態の枝
と見なされます。
あなたはその枝を避けてプレーする必要が
あります。

QA-OBS-5
Q：私は、ツタウルシ、ポイゾンオーク、イラ
クサなどの有害植物から救済措置を受けら
れますか？

A：いいえ、ディレクターがそれらについて
の移動可能な障害物による救済措置を宣言
しない限り受けられません。それらの植栽
はプレーヤーによって異なる影響を与え、め
ったに重大な健康リスクを生じないと考え
られます。
もし、ディスクが何かの植栽に入り、あなた
がそこからプレーをしたくないならば、あな
たはオプションの救済措置を選ぶか、または
ペナルティスローを受けてそのスローを放棄
することができます。

QA-OBS-6
Q：保護されるべき絶滅危惧植物や貴重な
植物のあるコース上のエリアに私のディスク
が着地した場合、私はどのようにライをマー
クすればよいですか？

A：トーナメントディレクターは、ＯＢあるい
は移動可能な障害物とするエリアを宣言で
きます。この場合、関連するルールに従って
ライをマークします。
エリアがＯＢあるいは移動可能な障害物とし
て宣言されていない場合、あなたは標準的
な方法でライをマークします。唯一の例外は
そこが法律で立ち入ることを禁止されている
エリアの場合で、この場合、ペナルティなしで
移動可能な障害物の救済措置を受けること
ができます。
あなたは常にペナルティスローを追加され

ることで、オプションの救済措置を受けるこ
と、またはスローを放棄することができるこ
とに留意してください。

QA-OBS-7
Q：プレーできないティー、または安全でな
いティー、または印が消えかかったティーが
ある場合、どうすればよいですか？

A：ティーに問題がある場合は、容易に取り
除くことのできない（水たまりのような）移
動可能な障害物であるならば、あなたはテ
ィーの後方に救済措置としてライを取るこ
とができるでしょう。その他の不利なティー
条件のためには救済措置は与えられていま
せん。もし、ティーが滑るならば、あなたは
摩擦力を得るためにタオルを下に敷くことが
できます。
ティーの印が消えかかっている場合は、ティ
ーエリアの境界を識別するために、可能であ
れば他のグループの地元プレーヤーや、もし
くはオフィシャルを探すことです。

QA-OBS-8
Q：巨大な蜘蛛の巣が、ちょうど私が投げた
い前方にあります。私はそれを払い落とすこ
とはできますか？

A：もし、それがあなたのスタンス内にあっ
た場合、それは一般的事項の中の「破片」と
みなされ、移動可能な障害物として除去す
ることができます。それがあなたの飛行経
路にあるだけなら、それを移動することはで
きません。

QA-OBS-9
Q：短くて簡単なホールで、私はティースロー
を曲げてしまい濃い森の中へと突っ込み、高
い木の中に引っかかりました。
２mルールは有効です。私は、森の中からプ
レーするよりリティーする（ティーから投げ
直す）ことを選びました。
私は３投目になりますか？　４投目ですか？

A：あなたは、自分のティーショットを放棄
すると宣言した後に、３投目を投げることに
なります。
あなたは本来のスロー数をカウントし、その
スローを放棄するための1投のペナルティス
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ローを追加します。放棄されたスローにより
生じたペナルティはカウントされません。

QA-OBS-10
Q：障害物や移動可能な障害物エリアによる
救済措置を受けるプレーヤーはプレーライン
に沿って可能なかぎり直近のライに戻ること
ができます。
ディレクターが指定できる「より大きい救済
措置」とは何ですか？

A：より大きい救済措置とは、ドロップゾー
ン、リスロー、またはライを動かすことができ
る場合などです。救済措置（ペナルティなし
でライを動かすこと）は、通常ではない状況
のために設定されます。ですのでディレクタ
ーは、例外的な状況を扱うための多くの裁量
が与えられます。

規定されたルート

QA-MAN-1
Q：私のスローが、マンダトリーの誤った側を
通り過ぎて、正しい側から転がって戻り、マン
ダトリーより手前に静止しました。
 私はマンダトリーを失敗したことになりま
すか？

A：はい。
マンダトリーラインはマンダトリーの誤った
側にだけに伸びています。
マンダトリーの正しい側にはラインはありま
せん。したがって正しい側から戻ってきたとし
てもスローの置かれた状況は変わりません。
あなたはラインを横切り、そこを横切るよう
には戻ってきませんでした。したがって、あ
なたはマンダトリーを失敗したことになり
ます。
もし、あなたのディスクがそのラインを越え、
それから同じラインを横切って戻ったなら
ば、あなたはマンダトリーを失敗しなかった
ことになります。
マンダトリーについて考えるための一つの方
法は、ディスクの通った経路を糸と想像して
みることです。その糸を引っ張ってみて、そし
て、その糸がマンダトリーのどちら側を通っ
ているかを考慮してください。

QA-MAN-2
Q：私はマンダトリーを失敗しました。しか
し、ドロップゾーンは指定されていませんで
した。
私のライはどこになりますか？

A：あなたの直前のライまで戻ります。

QA-MAN-3
Q：マンダトリーが左向きに記された矢印に
よって木の幹にマークされていました。
その木の幹は2つの大きな幹に分かれてい
ます。
私のディスクは2つ幹の間の上空を通過し
ました。マンダトリーを失敗したことになり
ますか？

A：マンダトリー設定は不正確な場合が多い
ので、それは簡単なルール判定ではありませ
ん。あなたのグループは、マンダトリーの対
象物が何なのか、言い換えれば２つの上部の
幹のうちの一本が低い部分の幹の続きであ
るということを初めに決定する必要がありま
す。一度それが確認されたら、マンダトリーの
対象物の幹の先端から垂直に上空に伸びて
いると仮定して、あなたのディスクが通過し
たラインがどちらであるかを判定しなければ
なりません。

ポジションの確定

QA-POS-1
Q：プレー地表面下の裂け目のような手の届
かない場所にあるディスクをどのようにマー
クすればよいですか？　ペナルティはあり
ますか？

A：プレー地表面上のディスクに適用される
ルールは、プレー地表面下のディスクにも適
用されます。
あなたが、裂け目にディスクを見つけること
ができた場合は、ペナルティなしでプレー地
表面の上に直接ライをマークすることがで
きます。
もし、ディスクの真上のポイントが空中または
障害物内である場合は、プレーラインに沿っ
て後方の直近にライをマークします。
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2mより上空にあるディスク

QA-2M-1
Q：2mルールはまだ有効ですか？

A：標準では、2mルールは有効ではありま
せん。
トーナメントディレクターは、特別な障害の
ある場合と同様に、2mルールをトーナメン
トで採用することができます。
もし、そうした場合は、プレーヤーズミーティ
ングおよび（または）キャディーブックにより
公表されます。

QA-2M-2
Q：ターゲットによって支持されたディスクに
は2mルールは適用されません。
ティーやコース表示板など他のコース上の設
備により支持されたディスクはどうですか？

A：それらはターゲットではないので、２mル
ールが適用されます。
唯一の例外は、プレーしているホールのタ
ーゲットです。したがって、どういう状況か
に関わらず、あなたがディスクを別のホール
のターゲットの2mより高い位置にのせたな
らば、それについては２mルールが適用さ
れます。

QA-2M-3
Q：オフィシャルは、私がその場所に到着し
て視認する前に、私のディスクがプレー地表
面から２mより上空にあると判定しました。
 私がライをマークする前に、別のプレーヤー
が私のディスクを払い落としました。
2mルールは有効でした。ルール判定はどう
なりますか？

A：オフィシャルがルール判定したので、２m
ルールのペナルティが適用されます。　
ライは、最初にあなたのディスクが引っか
かった場所に最も近いとオフィシャルと、あ
なたのグループが判断した場所の真下にな
ります。

ロストディスク
QA-LOS-1
Q：私のスローは、それが見えなくなった時
点でＯＢである湖に向かっており、私たちは
それを見つけられませんでした。
私はそれをロストとしてプレーすべきです
か？　それともＯＢとすべきですか？

A：もしあなたのグループが、ディスクがＯＢ
の湖に入ったことに説得力のある証拠がある
と同意する場合は、そうであったと仮定し、
ＯＢとしてプレーします。
もし、それが湖に行ったかどうかについて不
確実な場合は、ロストとしてプレーします。

QA-LOS-2
Q：私のディスクは、見つからないまま３分間
の捜索の後にロストと宣言されました。私が
直前のライに戻り始めたところ、私達はディ
スクを見つけました。
どうすればよいですか？

A：それは、ロストディスクのままとなりま
す。そして、あなたは直前のライに戻らなけ
ればなりません。

パッティングエリア

QA-PUT-1
Q：もし私が、ストラドルパットをするとした
ら、私のもう片方の足は私のライと直角なラ
インに揃える必要がありますか？

A：いいえ。
あなたのもう片方の足はあなたのマーカーの
後ろとターゲットまでの距離が同じであれば
よいです。従って、もう片方の足は、マーカー
後方の足の真横にある必要はありません。
実際のところ、マーカー後方の足はライの後
方３０ｃｍ（ライの長さ）以内で、横方向に
は１０ｃｍ（ライの幅２０ｃｍの半分）以内に
置かれます。〈これは、実際もう片方の足が
目標により近いかもしれないということで
す〉。それはマーカーの真後ろより近くでは
いけません。
また、あなたのマーカーの後方からターゲ
ットへの同じ距離を示す形は、中心がター
ゲットとなる円形であることを覚えておいて
ください。
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アウト・オブ・バウンズ（ＯＢ）

QA-OB-1
Q：私の好きなドライバーがＯＢエリアに入り
ました。
次のショットをするためにそれを取りに行って
もよいですか？

A：はい、タイムオーバールールによって認め
られた３０秒以内にあなたが次のスローをす
る限りは可能です。

QA-OB-2
Q：私の１投目は、高い葦で囲まれたＯＢの池
に入って行きました。
ディスクが最後にインバウンズであった場所
から1mのところは、その葦の真ん中です。私
はティーに戻ってもよいですか？

A：はい。前のライに戻ることはＯＢオプショ
ンのうちの1つです。
代わりに、あなたは同じ条件下で、スローの
放棄を宣言することもできます。
また、あなたはＯＢのペナルティの後、追加
のペナルティスローなしでプレーラインに沿
って後方にオプションの救済措置を選ぶこと
もできます。たぶん、それはあなたの最良の
選択肢です。

QA-OB-3
Q：私のディスクがＯＢの側から柔らかいフェ
ンスに当たりました。おそらくフェンスが曲が
って、フェンス側の穴からわずかに突き出たこ
とにより、ディスクがインバウンズ側に入って
いる時は、ディスクはインバウンズ側（セーフ
エリア）にあると言えますか？

A：いいえ。フェンスは、フェンスが曲がってい
る屈曲に沿ってＯＢ面を構成します。ディスク
がフェンスを通り抜けていない限り、フェンス
は依然として通過不能な面であると考えられ
ます。あなたのディスクがフェンスに当たった
瞬間、あなたのディスクはインバウンズ側にな
かったと見なされます。

QA-OB-4
Q：私のディスクがＯＢに出ました。
 私は、ＯＢラインから1m以内の代わりに、プ
レーラインに沿って後方にライをマークする

ようにオプションの救済措置ルールを用いて
もよいですか？

A：はい。オプションの救済措置ルール
（803.02)は、ペナルティスローを生じたスロ
ーの後に、自由に（ペナルティスローを追加せ
ずに）受けることが可能で ライの位置選択が
できます。（ＯＢまたは2メートルを越えて上
空の場合など）。

QA-OB-5
Q：私のスローはＯＢである小川の近くに着
地しました。
小川の縁は泥や草で覆われていて、ディスク
が小川の中にあるかないかを判断することが
困難です。別のプレーヤーが私のディスクに
近づいて行き、水面下にあるかどうかを見よ
うとし、押して落としてしまいました。
私のディスクは他のプレーヤーが触れたこと
によって、インバウンズ扱いになりますか？

A：いいえ。妨害とポジションのルールは、単
に触れるというよりも、動かされたディスクに
ついて明記されています。
他のプレーヤーは、あなたのディスクの位置
を変更したことにはなりません。
実際のところ、しばしばディスクはその状態が
どうなっているか、誰の物であるかを確認す
る必要があります。
もし、あなたがＯＢかもしれない自分のディス
クを動かしたならば、それは自動的にＯＢとな
ります。しかし、もし他の誰かがそれを動かし
たらインバウンズに扱うという対応したルー
ルはありません。
もし、そういう事態が起こった場合は、あなた
のグループが合意する、おおよそのポジショ
ンにディスクを置き直すことになります。

QA-OB-6
Q：私のグループのプレーヤーがフットフォ
ルトを犯し、コールされました。（2度目のコ
ールでした）そして、彼のスローはＯＢに出
ました。
彼は、警告を受けますか、１投のペナルティ
を受けますか。または２投のペナルティを受
けますか？

A：プレーヤーの最初のスタンス違反はペナ
ルティスローを受けます。このケースでは、複
数の違反がありました。通常、最初に起こっ
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た違反がカウントすべき違反で、このケース
ではフットフォルトです。（それらは、どちら
の場合でも１投のペナルティスローであるの
で、どちらかは重要ではないですが）。
リスローはありません。従って、ディスクは
ＯＢとしてプレーが続行されます。１回のス
ローにおいてプレーヤーが複数の違反につ
いてペナルティスローを受けることはでき
ないので、1投のみのペナルティスローとな
ります。

QA-OB-7
Q：ルール上では、ディスクがＯＢに出たとき
最後に横切った場所に基づいてマークでき
ると言われています。それはどんな地点で起
こりえますか？
 例えば、しばらくの間、ディスクがＯＢライ
ンの上を飛ぶかもしれません。
 この場合、その地点とは、ディスクの一部分
が最初にラインと重なった地点ですか。それ
ともディスク全体がラインを横切った時の地
点ですか？

A：それは、ディスク全体がラインを横切った
時の地点です。
高度な技術的に言えば、ディスクは円形です
ので、ＯＢラインの内側のエッジとディスク
が最後に接触していた点です。それがマーク
するためにあなたが使う地点です。

動かせる障害物エリア

QA-CAS-1
Q：私のディスクは、動かせる障害物エリア
であると宣言された小川に着地しました。
マークの後ろに足を濡らさずに立つために、
岩や折れた木の枝を置いてもいいですか？

A：もし、動かせる障害物による救済措置を
ライの５ｍ以内の後方にとらないことを選
択した場合は、他のコース上と同じようにス
タンスを取る必要があります。あなたは、動
かせる障害物以外の理由によって、ライやコ
ース上の障害物を移動することはできませ
ん。あなたが、そのライからプレーしたくな
い場合や、動かせる障害物による救済措置
をとりたくない場合は、１投のペナルティス
ローを加えることでオプションの救済措置、

またはオプションのリスローを宣言すること
ができます。

QA-CAS-2
Q：動かせる障害物による救済ルールで言う
ところの「水の中」という用語は、氷や雪の中
を含みますか？

A：いいえ。一般的に理解されているとおり
カジュアルウォーター（動かせる障害物であ
る水たまり）とはルールでは液体状の水の
みです。　
ルール上では、雪、氷や水蒸気に対する救済
措置を与えていません。
氷または雪が原因となる障害の場合、もし、
それらが上に乗っているならばあなたのラ
イの後方に動かすことができるというトーナ
メントディレクターの発表があるか注意して
ください。

QA-CAS-3
Q：グループが私のディスクがカジュアルウォ
ーターの濁った水の中に着地したことに同意
しており、私たちがそれを見つけることがで
きませんでした。私はロストディスクとしてプ
レーしますか？　それとも動かせる障害物の
救済措置をとりますか？

A：あなたのグループが、ディスクが水たまり
にあることに説得力のある証拠があると同
意した場合、実際に水たまりにあると仮定
し、ペナルティなしで動かせる障害物の救済
措置を適用されます。救済措置を得るため
に、あなたのグループは、おおよそのポジシ
ョンに同意する必要があります。あなたのグ
ループが、ディスクが水たまりにあることを
確信していない場合は、ロストディスクとし
てプレーされます。

ホールの完了

QA-COM-1
Q：もし、私がドロップインできる近距離に
いれば、ディスクを投げて入れる必要があり
ますか、または、私はそれをトレイに置くよ
うに入れてから次のホールに移動してもよ
いですか？
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A：あなたはトレイに置くようにドロップイン
することができますが、リリースしてから取り
戻す前にデイスクを一旦、停止させなければ
なりません。リリースはスローの大切な一部
です。従って、単にパターをチェーンまたはト
レイに触れるだけではスローと見なされず、
ホールを完了していません。

QA-COM-2
Q：私がパットを行ったところ、バスケット
の真上に静止しました。これはどうなりま
すか？

A：あなたはホールを完了しませんでした。
ディスクの真下にあなたのライをマークし、
続けてください。

QA-COM-3
Q：私がパットを行ったところ、私のディスク
がトレイの縁の上部に水平に２つのこぶをま
たいで静止しました。これは、入ったことに
なります？

A：はい、ディスクが目標に正しく（トレイよ
り上でかつ一番上のチェーンサポートより下
に）入ったのと同様に入ったことになります。

QA-COM-4
Q：グループの全員が、私の柔らかいパター
がバスケットの側面を強引に通過し、全くひ
っかかることなく、内側に完全に停止するの
を見ました。
彼らは、そのパットは正しくないパットである
と言いました。そうなのですか？

A：はい。
 グループまたは一人のオフィシャルによって、
下のかごを通りぬけてターゲットに入ること、
またはチェーンサポートの上部を通りぬけて
落ちることによってターゲットに入るのが目
撃されたスローは、バスケットまたはチェー
ンの中に停止したとしても、それはターゲット
に正しく（トレイより上で、最上部のチェーン
サポートより下から）入っていませんので、正
しいパットとは見なされません。
もし、ブラインド（前方が見えていない）ホー
ルにおけるスローで誰も見ていない場合、ま
たはターゲットが遠く離れていた場合は、グ
ループ内で決定しなければなりません。

QA-COM-5
Q：私がパットをリリースするとき、私はリリ
ースの後に前足の上でバランスを取るために
後ろ足を持ち上げます。
私は意図的に2～3秒の間そこで動きを止
め、それから後ろ足を前方に振り出し、ホー
ルの方へと動きます。これはフットフォルト
ですか？

A：はっきりとした判定は難しいです。
あなたのグループ内で判定する必要があり
ます。
「完全にバランスをコントロールしているこ
と」を示すために、プレーヤーは、前に歩き出
す前にリリース後にターゲットへ向かう動き
の流れを完全に分離する行動を実行しなけ
ればなりません。

バランスを示す行動のいくつかの例は下記の
とおりです：
（1）明確な一時停止とバランスを示してみ
せること。
（2）後ろ足をマークの後方の地面に置くこ
と、または、
（3）マーカーディスクを拾い上げること。

これらのすべてにおける鍵は、前方へ動き出
す前に、マークの後方であなたの体のバラン
スとコントロールを示すことです。
行動の最良の道筋は、疑う余地を残さないた
めに、もし、あなたがパットをリリースした後
に本当に自分の身体をコントロールしている
なら、簡単にできることをすることです。

QA-COM-6
Q：私のディスクはチェーンの中に静止してい
ました。そして、私は次のプレーヤーにパット
を促しました。彼のパットによって私のディス
クがバスケットから叩き出されて、地面へ落
ちました。私は、ホールを完了するために、も
う一度スローをする必要がありますか？

A：いいえ。いったんあなたのディスクがバス
ケットに支えられて静止したならば、あなた
はそのホールを完了したことになります。あ
なたはディスクを拾い上げて、次のホールに
行くことができます。
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QA-COM-7
Q：ブラインド（前方が見えていない）ホール
において、私は、スピードのある安定したディ
スクを投げ、ディスクはバスケットに向かって
強くスキップしました。
私達が歩いて近づいて行った時に、それがト
レイの前面に突き刺さっているのを発見しま
した。それはエースだったでしょうか？

A：たぶん違います。
それはグループ内で意思統一するべき事項
です。
ディスクが外側からトレイに突っ込んだとい
う高い可能性があります。
ホールを完了するためには、ディスクが目標
に正しく入らなければなりません。それがト
レイの上から入り、その後、トレイの外側に突
き刺さったという可能性は極めて低いです。
しかし、もしあなたのグループが多数決に達
することができなければ、「疑いのあるとき
は投げる人に有利に」としてエースがカウン
トされます。

スコア記録

QA-SCO-1
Q：たとえ合計が正しくても、特定のホール
のスコアを記録することを忘れた場合にはペ
ナルティはありますか？

A：はい。
１ホールでもスコア記録がないまま提出され
たスコアカードは不正確とされ、正しい総ス
コアに追加して2投のペナルティスローが加
算されます。

放棄されたスロー

QA-ABA-1
Q：放棄されたスローとはどのようなもの
ですか？
それは以前のオプションのリスローとどのよ
うに違いますか？

A：スローを放棄することは、（スコアに追加
されることを除いて）そのスローが起こらな
かったことを意味しています。
オリジナルのスロープラス１投のペナルティ

スローがあなたのスコアにカウントされま
す。あなたがスローを放棄する場合は、その
スローの結果として生じているライは無視さ
れ、さらに、そのスローによって招かれたど
のようなペナルティも無視されます。

暫定的なスロー

QA-PRO-1
Q：暫定的なスロールールとは何ですか？　
それはいつ使われますか？

A：暫定的なスローは、プレーヤーがグルー
プのルール判定を了承せず、オフィシャルも
近くにいない場合、あるいは、ロスト、ＯＢも
しくはマンダトリー失敗の場合に、時間を節
約するために使われます。
暫定的なスローは、ディスクの状況が判断で
きるまで、または、問題を解決するためにオ
フィシャルが現れるまで、ルール判定を延期
してプレーを続けることを可能にします。

ルール判定が問題になり、または、不確かな
ケースにおいて、プレーヤーはオリジナルの
スローと暫定的なスローの両方のプレーを
行う必要があり、基本的にこれら２通りのプ
レーを完了させます。
いったんルール判定が行われたら、正しいと
された方のスローだけがカウントされます。

練習スロー

QA-PRA-1
Q：ライをマークした後に、私はパターを私の
バッグに向けて約３m投げました。
それは私のバッグに当たり、跳ね上がり、丘
の下へ約１０m転がりました。それは練習ス
ローになりますか？

A：いいえ。
ディスクを戻すための５m未満の（空中を飛
ぶ）スローは、練習スローではありません。

QA-PRA-2
私の仲間がティーの近くに使わなかったディ
スクを忘れていました。私はそれを拾って、
次のホールで彼に会いました。そこで私はそ
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のディスクを彼に投げました。彼は約３０m
離れていました。
それは練習スローになりますか？

A：はい。
それは空中に５mを超えて飛びました。従っ
てスローの目的にかかわらず、それは練習ス
ローとなります。

QA-PRA-3
Q：私のグループのプレーヤーが、短いパット
に失敗して怒っていました。ホールを完了し
た後に、彼は約２mの場所からチェーンに激
しくパットしました。
それは練習スローになりますか？

A：はい。
そのスローは、競技上のスローとしては行わ
れませんでした。
また、使わないディスクを横にどかすため
や、ディスクをプレーヤーに返すためのもの
ではありませんでした。
このことで、それは練習スローとなります。

干渉

QA-INT-1
Q：私のディスクは木の中の２mより高い位
置に引っ掛かりました。（ ２mルールは有効
になっています）。その時、別のプレーヤーの
スローによって地面に叩き落されました。
 私のライはどこになりますか？　また２m
ルールのペナルティスローが必要でしょう
か？

A：ディスクは、最初にそれが停止した場所
に基づいてプレーされます。
それがはっきりと２mより高い位置でしたの
で、あなたは、ディスクが木の中にとどまっ
たのと同じように、ペナルティスローが課せ
られます。
スローによってあなたのディスクを叩き落し
たプレーヤーについては、競技中において
投げられたディスクによって干渉された時に
は、妨害ルールは当てはまりません。

ミスプレー
QA-MIS-1
Q：私のグループは、トーナメントコースの一
部ではないホールをプレーしました。ペナル
ティはどうなりますか？

A：もし、コースの一部であるホールをプレー
せずにコース外の別のホールがプレーされた
ならば、2投のペナルティスローがそのホー
ルのスコアのそれぞれに追加されます。
もし、コースを構成するホールに加えて余分
なホールがプレーされたならば、２投のペナ
ルティスローが個々のプレーヤーの合計スコ
アに追加されます（余分なホールのスコアは
無かったことにされます）。

QA-MIS-2
Q：私は知らずに別のプレーヤーのディスク
位置から投げました。
 これはフットフォルトでしょうかそれともミ
スプレーでしょうか？

A：間違ったライが使われたので、それはミス
プレーです。
フットフォルト、またはスタンス違反とは、
正しいライが使われているけれども、投げ
る時にプレーヤーがスタンス違反していた
場合です。

QA-MIS-3
Q：私はマンダトリーを失敗しました、しか
し、私達は、次のスローを投げた後までその
ことに気が付きませんでした。
私はどうすればよいですか？

A：１投の誤ったスロー（ドロップゾーンから
投げられるべきであったスロー）の後に、あ
なたが誤りに気が付いたのであれば、あなた
はミススローの１投のペナルティスローを加
えてドロップゾーンに行きます。
間違ったスローよるペナルティスローなの
で、マンダトリー失敗のペナルティはまだ
有効です。したがって、あなたはそのホール
を終わって２投のペナルティスローを受け
ます。
マンダトリーを失敗した後に２投以上投げて
しまっていたなら、あなたはそのままそのホ
ールを終了し、３投のペナルティスローがス
コアに加えられます。（ マンダトリーを失敗
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した１投とミスを見逃したことによる２投）
QA-MIS-4
Q：スコアカードが提出された後に、私は、ス
タートホールで最後のパットをしていなかっ
たことに気がつきました。
ペナルティはどうなりますか？

A：ペナルティはルール811.Cにおいて述べ
られるように2投のペナルティスローです。
追加のスローは、完了しなかったホールの
最終的なスローに追加されます（811.F3に
基づく）。
そのホールのスコアは、実際に投げたスロ
ー数に２投のペナルティスローを加え、さ
らにホールを完了するための１投が加算さ
れます。

QA-MIS-5
Q：ラウンドの最中に、私はおなかが痛くな
りトイレを見つける必要がありました。
私はトイレに長くいて、私のグループは私な
しでホールをプレーしました。
私はグループに復帰することができますか？
また私が回れなかったホールのためのペナ
ルティを受けますか？

A：はい。
それは、遅刻または不在によりホールを回れ
なかった場合として知られているタイプのミ
スプレーとなります。
あなたはそのホールで、パープラス４が記録
されます。
QA-MIS-6
Q：私のグループは間違ったホールから始め
てしまいました。
私達はどうしたらよいですか？

A：それは、個々のプレーヤーによって、何回
のスローが行われたかによります。
もし、１回のみスローが行われたならば、１投
のペナルティスローを受けます。
もし、２回以上のスローが行われたならば、
プレーヤーはホールを終えてから、２投ペナ
ルティスローを受けます。
もし、最低１人のプレーヤーが２回のスロー
を行ったならば、グループはそのホールのプ
レーを続行します。
そうでなければ、グループは拾い上げて正し
いホールへと行きます。

QA-MIS-7
Q：私のグループの１人のプレーヤーが、急い
でトイレ休憩を取ってくると言いました。し
かし、彼が投げる番が来た時にはティーにい
ませんでした。
３０秒が経過したすぐ後に、そのプレーヤー
はティーにやってきました。
そのプレーヤーは不在のためのパープラス4
を受けることになりますか？

A：いいえ。
もし、グループが、プレーヤーが現れるとい
う少しの見通しも持っていないならば、その
プレーヤーは不在となります。それはこのケ
ースではありません。従って、プレーヤーは
時間超過のための警告を受けます。
しかし、もしそのプレーヤーがそのグルー
プを過度に待たせているならば（たとえば
数分以上）彼らは、不在と見なすことがで
きます。
QA-MIS-8
Q：私は２分前のホーンの後に遅刻してコー
スに到着しました。そして、私は公園の全く
反対側にある１２番ホールに割り当てられて
いるのに気が付きました。
私がそこに時間内に到着できる方法が全く
ありません。そこで、私はホールをラウンド
できなかった場合の、パープラス４投ペナル
ティスローを予測しました。その時、私はす
ぐそばの３番ホールでプレーする３人組に気
が付きました。
もし、私が彼らに合流してプレーしたとした
ら、私は間違ったホールから及び（または）
間違ったグループで始めた場合の２投のペナ
ルティスローを受けるだけで済みます。
賢いでしょ？

A：そうではありません。
自分に有利になるように、意図的にホール
を間違う行為は、あなたを失格させる可能性
があります。
間違ったホールから及び（または）間違った
グループで始めた場合のルールは、不注意な
誤りによる場合を示唆しています。
意図的に、より大きいペナルティを避けるた
めに間違ったグループで始めることにより、
あなたは、失格を含むより大きいペナルティ
の危険にさらされます。
このケースでは、トーナメントディレクターは
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両方の刑罰を適用できます：あなたの最初
のホールでの（遅刻の）パープラス４に加え
て、間違ったホールで始めための２投のペナ
ルティスローが追加されます。

礼儀
QA-COU-1
Q：私のライバルは、頭脳ゲーム（例えば、私
のラウンドスコアを私に話して、私にパット
を外させる等）が好きです。
 私は彼を礼儀違反で訴えてもよいですか？

A：たぶんよいでしょう。
礼儀違反としてリストに明記されていないこ
うした発言は「気を散らすか、またはスポー
ツマンらしくない」行動として罰せられるこ
とができます。
あなたとあなたのグループは、そのプレーヤ
ーの行動が訴えるに足るほど十分に悪いか
どうかを決める必要があります。
それは問題外として、あなたやあなたのグル
ープと（または）他のプレーヤーは彼らととも
に十分議論する必要があります。
もし、行動が十分に悪いか、またはそのプレ
ーヤーにそういう行動パターンがあるなら
ば、あなたはトーナメントディレクターおよび
（または）PDGA規律委員会に知らせること
ができます。

機器

QA-EQU-1
Q：距離計を使用してもよいですか？

A：はい。
しかしあなたは時間超過ルールによって許
された３０秒以内に投げ終わらなければな
りません。

QA-EQU-2
Q：PDGA承認モデルのディスクで特価販
売されたディスク（X-outのディスク、ファ
クトリーセカンド、熱スタンプの不合格品な
ど）はPDGAの競技大会での使用は認めら
れますか？

A：はい。
PDGA技術基準文書で概説されているよう
に、そのディスクが全体の制限（重量、縁の
鋭さ、柔軟性など）にも合致する限り、それら
はPDGA競技大会でプレーのための使用が
認められます。プレーヤーは、いつでも、競争
において使われたディスクの合法性を疑う権
利を持っています。そのようなケースにおい
て、トーナメントディレクターは最終的にルー
ル判断ができます。

QA-EQU-3
Q：私は大好きなパターを車に置いてきてし
まいました。
私の友人はラウンド中に私のためにそれを取
りに行くことができますか？

A：はい。
あなたは、ラウンドが始まった後にディスク
をバッグに追加することが許されます。
その友人によって他のプレーヤーの気を散ら
せたり、あなたが時間超過ルールに違反し
ないことに留意してください。最も良いタイ
ミングは、ホールの移動中の間です。

QA-EQU-4
Q：私は、よりよいグリップを得るために、何
かを私の手に塗ってもよいですか？

A：はい。
ルールではそれらの使用を特に禁止しない
ので、グリップ補助剤の使用は認められま
す。ただし、グリップ補助剤がくっついてディ
スクの厚みや重量を増やすのを防ぐために、
ディスクの表面を定期的に掃除する必要が
あります。

QA-EQU-5
Q：私は、アルティメットプレーヤーから転向
しました。私はディスクゴルフをする時には、
摩擦グラブ類を着用するのが好きです。
これらの物は許されますか？

A：はい。
グラブは、すりむき防止用具としてルール
813.02.Aにより許されています。
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QA-EQU-6
Q：私のディスクが、非常に硬い岩だらけの
地面となっている場所に着地しました。
私は、私の膝を保護するために、タオルやパ
ッドを下に敷いてもよいですか？

A：はい。
あなたは、タオルもしくは、ライの上で圧縮
されて１cm未満の厚さになる小さなパッド
を置いても構いません。
これは、ドロップゾーンやティーエリアでも
可能です。

マッチプレー

QA-MAT-1
Q：相手は私のパットをＯＫにしてくれまし
た。でも私は、自分のパットのストロークを
保っておくためにパットを投げたいのです。
私はパットを行ってもよいですか？

A：いいえ。
いったんあなたの相手がパットをＯＫした
ら、あなたはそのホールを完了したことにな
ります。
それの後に投げられたパットは、余分なスロ
ーになります。
最初の余分なスローは警告を受けますす；
その後のスローはペナルティスローを受け
ます。

ダブルスとチームプレー

QA-DOU-1
Q：私のダブルスのパートナーが、投げられ
たディスクをマーカーとして使ってアプロー
チショットを投げました。
私は自分のスローのためにミニでマークをし
てもよいですか？

A：いいえ。
チームメンバーは、ライをマークする方法の
うち一つの方法でマークしなければならず、
ライのマークは１回しかできません。

競技マニュアル
QA-CMP-1
Q：女性はどんな部門でもプレーできます
か？

A：女性は、部門のための資格標準を満たし
ている限り、どのような部門でもプレーでき
ます。男性だけに限定される部門というもの
はありません。

QA-CMP-2
Q：もし公式な合図が聞こえる前にグループ
がプレーを始めたらどうなりますか？

A：もしグループがプレーを間違って早く始
めて、それから、公式な開始の合図を聞いた
ならば、彼らは元のティーに戻ってやり直さ
なければなりません。
それらのスローがたとえ２分前のホーンの後
に行われたとしても、練習スローとしてカウ
ントされません。
もし、グループが実際には早く始めたけれど
も、公式な開始の合図が全く聞こえなかった
ならば、スコアはペナルティなしで投げられ
たとおりになります。
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＜ 一般 ＞
※ ルールは、ホールのプレー中で進行する
順序に、より厳密に即するように再構成さ
れた。 そうすることで、適切なルールを見
つけるのがずっと簡単になり、関連するルー
ルも一緒に保持される。稀なケースをカバー
するルール（ミスプレーなどの）は無くすよ
うにした。

※ 定義のために設ける項目はもはやありま
せん。用語は、冒頭に出てくる項目で定義
される。 
そうすることで、定義とルールの間を行き来
する必要はなくなった。定義された各用語
は、定義されているルールとともに、後半の
索引にリストアップされている。

※ 同じカテゴリーのルールをまとめた新し
い項目が追加された。規制されたルート、規
制されたポジション、規制されたエリア。

※ マッチプレーとダブルスのルールが追加
された。

※ Q＆Aは書き直され、再編成して大幅に
増やした。

＜ 新しい事柄 ＞
※ 救済エリア：救済エリアは基本的にペナ
ルティなしのOBエリアである。 TDは救済
エリアを使用して、コースの特定のエリア、例
えばスズメバチの巣の周りのエリア、建設工
事中のエリア、保護された植物の生息するエ
リアにプレーヤーを立ち入らせないようにす
ることができる。

※ ハザード：ハザードは、ペナルティを受け
て、ライを変更できないエリアである。

※ TDの裁量で設置可能な新しいOBオプシ
ョンが加わった。：プレーヤーはOB内に静
止したディスクの最も直近のインバウンズ側
からプレーできる。（ボールゴルフのラテラル
ハザードに相当）

＜ 重要なルールの変更 ＞
※ ライは今後、エリア（面）として考えます。
それはマーカーの後ろから幅20cm、奥行き
30cmの長方形である。

ルール変更の概要 
PDGAルール委員会の見解では、2018年版は大きな一歩を踏み出した。多くの努力によって
改訂がなされている。かなり大幅な変更があるので、これを以下に要約します。 
もし、質問や意見がある場合は、PDGAウェブサイトの問い合わせフォームを使用して、ルール
委員会に気軽に問い合わせてください。

マーカー

ライ エリア
20cm x 30cm

(8" x 12")
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＜ ルールのマイナーチェンジ ＞
※ スローの際、プレーヤーのライが変わら
ない場合（例えば、アイランドホールで着
地しない場合）は、他のプレーヤーが投げ
るのを待たずに同じプレーヤーがスローを
続ける。

※ スタンス違反の後でリスローは必要なく、
そのスローがカウントされる。

※ １回目のスタンス違反への警告は、今後
ありません。

※ カジュアル救済の5m制限が解除された。
プレーライン上に沿って最初にスロー可能な
ライになるまで、どんなに遠くなっても戻る
ことができる。

※ プレーヤーは、OBもしくは２m以上での
ペナルティを受けた後、救済処置として（プ
レーライン上に沿って）ライを自由に取るこ
とができる。

※ プレーヤーは、１投のペナルティを加算す
ればスローを放棄することができる。
（他のペナルティはカウントされない）
放棄されたスローは、追加されたリスロー
扱いになる。

※ マンダトリールールは、マンダトリーの誤
った方向へ通過した際のペナルティスローに
限定することで明確になっている。最も重要
なのは、マンダトリーラインは、不通過側（ダ
ブルマンダトリーは2つのラインを外側に指
定する）に延長されることである。

※ プレーされているホール以外のホール
のターゲット（ゴール）は2mルールの対象
となる。

※ TDはOBオプションを制限する必要がな
くなった。

※ OBエリアにドロップゾーンがある場
合、TDは2投のペナルティスローを課して（
例えばOBである湖の上を投げようとする場
合など）直接、ドロップゾーンから投げるこ
とを許可できる。

※ 選手はすべてのOB（OBラインで作られ
たコーナーも含む）から最大1mのライを保
証される。

※ インゴールのルールが簡素化された。ディ
スクは、ゴールに正しく入ってからゴール内
に留まっていなければならない。

※ 練習スローが再定義された。ディスクをプ
レーヤーに渡すため、または自分のバッグに
戻すために投げた5m未満のスローは、練習
スローと見なされない。

※ 合意の干渉ルール（旧804.03.G）は削
除された。

※ 誤って自分のスローを妨げると（例えば、
パットが転がって戻って自分や自分のバッグ
に当たった場合）１投のペナルティスローが
発生する。これまでのように、プレーヤー自
身（または誰か他のプレーヤーに）故意に
行なった場合は、2投のペナルティスローが
課される。

※ プレーヤーのライの上、またはライの手前
に落ちたディスクは移動することができる。

※ ホールに現れなかったプレーヤーのスコ
アは、パープラス4になる。

※ 間違ったホールや間違ったグループでプ
レーをした場合は、2投のペナルティスロー
が課される。
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